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発刊にあたって

岩手大学地域防災研究センターは、東日本大震災から１年を経て2012年４月より、工学部附属

組織から全学組織になりました。現在、専任教員、兼務教員、客員教員、さらに技術系職員等が

参画し、地域防災や東日本大震災からの復興に資する研究・教育を進めています。

当センターの特徴は、その名前の示す通り、地域防災に焦点を当てていることにあります。津

波、火山、地震、洪水など、災害は発生から復旧・復興まで、場に強く依存する性質を有してお

り、岩手や東北という地域特性に根ざした防災研究・教育に取り組んでいます。

本年報は、地域防災研究センターの教員が平成26年度におこなった活動を、教員ごとに取りま

とめ、その中で特に重要な事項に関する参考資料を掲載したものです。また、センターとして実

施した事業についても、取りまとめました。ご一読の上、皆様の地域の安全・安心や地域再生に

役立て頂くと共に、当センターとの協働に関心を持って頂けましたら、是非ご一報いただければ

と思います。

当センターの設立の趣旨は、地域の住民の皆様を始め、行政、産業界、他大学などと連携し、

地域に最もふさわしい防災、最も望ましい地域再生を推進することです。設立趣旨をご理解いた

だき、今後ともご支援、ご協力の程宜しくお願い申し上げます。

岩手大学地域防災研究センター長

南　　　正　昭
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地域防災研究センターについて

岩手大学は、平成24年４月１日に地域防災研究センターを設置しました。

地域防災研究センターは、前身の工学部附属地域防災研究センターを強化・拡充し、岩手県及びその周辺

をフィールドに自然災害に関する調査研究及び資料収集を行い、地域の防災研究の拠点となることを目的に

設立された、文理融合の研究センターです。センターに自然災害解析部門、防災まちづくり部門、災害文化

部門の３部門を置き、様々な自然災害に対応した研究や活動を推進しています。

１．事業目的

①　三陸沿岸での安全・安心な地域づくり

②　災害文化の醸成・実践・継承

③　三陸モデルの発信

地域防災とは

既存の防災研究機関では、地震津波の規模及び発生確率の想定に向けた研究が行われ、防発対策の基

本方針の策定に大きく貢献してきました。

一方こうした「自然現象からみた防災」の観点での研究成果を踏まえ、地域ごとの具体的な防災計画

を策定するためには「地域住民から見た防災」、つまり地域防災の観点が必要です。

地域の地形、産業構造、歴史・文化などを考慮し、津波に災害に強い　⑴　施設づくり　⑵　まちづ

くりと、地域固有の災害文化を醸成・実践・継承する　⑶　ひとづくりを機能的に連携させたボトムア

ップ型防災システムが、ここで提案する地域防災です。

２．事業実施概要

●これまで岩手大学が実施してきた地域密着型の活動（防災体制構築への支援、防災教育など）をさらに

拡充し、東日本大震災による被災地の復興に向け、「施設づくり」「まちづくり」「ひとづくり」に貢献

●地域特性に応じた防災対策と、津波常襲地帯に暮らすための知恵である災害文化からなるボトムアップ

型防災システム（三陸モデル）を構築

●三陸モデルを、今後巨大地震の発生が危惧される東南海地域などへ展開

●岩手県が構想する「国際的防災研究拠点（案）」の中核機能として実施

●他大学、他研究機関と連携し、相互補完的な事業実施により効果的な成果を創出
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３．部門紹介

●自然解災害析部門

東日本大震災の地震・津波に対して、震度分布や海岸毎の津波遡上特性を解析して防災対策案を検討

しています。洪水・土砂災害、火山噴火など岩手県で起りうる自然災害を対象とした研究と地域防災力

の向上にむけた研究を推進しています。

⑴　重要公共施設・社会インフラの適正配置

東日本大震災の地震などの詳細震度調査をもとに、物理・地質探査により地域毎の揺れやすさを解

明し、地震動による構造物被害の解析を目指すほか、斜面の安定性評価を行っています。また、地下

構造探査、重力調査などにより、活断層の位置と規模の把握を行い、岩手県内活断層分布図を作成し

て重要施設の配置計画に資することを目指しています。

⑵　海岸保全施設（防波堤など）の適正配置

建物の津波被害特性と市街地での津波氾濫の把握、流体力に対する構造物の耐性評価をもとに津波

に強い町づくりを目指しています。

⑶　避難行動を含む地域防災力の向上

災害時の避難行動調査をもとに避難路などの最適化と地域防災力の向上策の検討や、三陸海岸の津

波履歴・地殻変動の研究、噴火史調査、洪水・土石流災害調査を行っています。

●防災まちづくり部門

東日本大震災の教訓を踏まえた災害に強いまちづくりに関する研究、ならびに復興まちづくりに関す

る研究を、ソフト・ハードの両面から進めていきます。そのために次の３つの分野を設けています。

⑴　地域計画分野

防災まちづくり、復興まちづくりに関する研究を、主にソフト面からアプローチする部門です。東

日本大震災に関しては、被災市町村・地域コミュニティにおける従前の防災体制を再検討し、その課

題整理を通じて、津波災害に強いまちづくりのあり方を明らかにします。

⑵　社会基盤分野

主にハード面からアプローチする分野です。東日本大震災では大津波によって多くの施設・構造物

が壊滅的な被害を受けました。それらの構造・配置上の問題点を解明し、津波災害に強い社会基盤の

設計と配置を研究します。

⑶　災害情報分野

情報面からアプローチする分野です。東日本大震災の直後、被災地内、および被災地と外部との情

報の断絶が、生存者の救出や安全確保、支援物資の供給等に深刻な影響を及ぼしました。災害時に真

に有効な災害情報システムの構築を目指した研究を進めます。

地域防災研究センターについて
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●災害文化部門

東日本大震災の教訓を踏まえた、学校教育・社会教育における防災教育の充実・強化を図ることによ

って、地域防災を担う人材を育成するとともに、災害文化の醸成および継承を目的に以下の活動を行い

ます。

⑴　学校教育・社会教育における防災教育の充実・強化

教育委員会、学校、地域と連携した教材づくりを行い、学校や地域で研究会や学習会を重ね、防災

担当の教諭や地域リーダーを育成し、学校や地域の実情に即した防災教育の充実・強化を図っていま

す。また、「実践的危機管理講座」や「防災・危機管理エキスパート育成講座」を開設することによ

り、地域防災を担う人材の育成に努めています。

⑵　災害文化の醸成と継承

自然災害に関する記録や伝承を収集し、その学習教材化（保存・展示等）に努める共に、科学的考

察を加えることで歴史・文化的な防災教育教材の充実を図り、先人の経験知からの学びを実現する活

動を行っています。なお、記録や伝承の収集、整理、体系化は相当に時間を要する取り組みであり、

地域（教育委員会、郷土史家、古老等）との連携・協力が大いに求められる活動となります。加え

て、歴史や文化を担当する研究者の参加・協力を確保することを目指しています。



地域防災フォーラム
地域防災研究センターでは、自然災害や防災・減災あるいは被災地の復

興やまちづくりに関する各種取り組みから得られた知見を社会に還元する
ために、「地域防災フォーラム」を定期的に開催しています。
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第８回地域防災フォーラム
「平成25年度活動報告会」

６月27日（金）、岩手大学復興祈念銀河ホール

において、第８回地域防災フォーラムが開催され

ました。今回は、平成25年度の成果報告会と講演

会が行われ、一般市民・学生など約70人の参加が

ありました。

第１部では、はじめに南センター長の挨拶があ

り、続けて、当センター客員教授の斎藤徳美先生

による、「３.11から３年余、復興の課題と未来像」

と題した講演が行われ、復興を担う私たちの未来

責任について貴重な示唆をいただきました。

第２部では、３部門（自然災害解析、防災まち

づくり、災害文化）の各部門長からの部門活動の

概要説明と担当教員による個別成果の発表があ

り、当センターの研究者によって、地域に根差し

た多角的な研究・活動が行われていることが紹介

されました。また、越谷副センター長から防災教

育教材の作成報告があり、当センターが防災教育

にも尽力していることが報告されました。

さらに、討論では、南センター長がコーディネータを務め、釜石市の若崎副市長や陸前高田市の市政アド

バイザーである村上清氏にも参加していただき、当センターの展望について貴重なご意見をいただきました。

日時：平成26年６月27日（金）　17：00～19：00

場所：岩手大学復興祈念銀河ホール

プログラム：

�開会の挨拶

南　　正昭（地域防災研究センター長、工学部教授）

�第１部　講演

「３.11から３年余　復興の課題と未来像」

齋藤　徳美（岩手大学地域防災研究センター客員教授・岩手大学名誉教授）
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�第２部　報告・討論

「平成25年度活動報告と今後の展開」

コーディネータ：南　　正昭（地域防災研究センター長、工学部教授）

活動報告①　自然災害解析部門報告

自然災害解析部門の概要紹介　土井　宣夫　部門長（地域防災研究センター、教育学部教授）

「2013年８月９日と９月16日の洪水における岩手県矢巾町と盛岡市玉山区の住民避難行動について」

松林由里子（地域防災研究センター、工学部助教）

活動報告②　防災まちづくり部門報告

防災まちづくり部門の概要紹介　松岡　勝実　部門長（地域防災研究センター、人文社会科学部教授）

「大槌町吉里吉里地区における地域自主防災計画策定支援に関するプロジェクトについて」

麥倉　　哲（地域防災研究センター、教育学部教授）

活動報告③　災害文化部門報告

災害文化部門の概要紹介　　　　越野　修三　部門長（地域防災研究センター教授）

「災害文化の醸成を確固たるものに～被災地の子ども達の力と多様な自然観をもとに」

山崎　友子（地域防災研究センター、教育学部教授）

防災教育教材の作成報告　　　　越谷　　信（地域防災研究センター副センター長、工学部准教授）

土井宣夫部門長被災地の課題と展望について語る齋藤徳美客員教授

越野修三部門長松岡勝実部門長

開会の挨拶をする南正昭センター長

越谷信副センター長による防災教育教材の作成報告
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第９回地域防災フォーラム
「未来への復興まちづくり～

岩手大学×神戸大学連携フォーラム～」

第９回地域防災フォーラムは、東日本大震災か

ら３年を経た被災地が抱える課題について、神戸

大学と連携し阪神淡路大震災からの復興の知見を

踏まえ、平成27年３月に開催される国連防災会議

を視野に入れつつ、未来志向の復興まちづくりに

ついて討議を行いました。岩手大学からは、復興

のまちづくりについてのこれまでの取り組みの紹

介に続き、実践的危機管理、人材育成、市民の意

思による自己実現のまちづくりについて研究発表

がなされました。神戸大学からは、地域特性を考

慮した持続的復興の問題点、災害の記憶を歴史上

切断しない重要性、復興の担い手に焦点を当てた

コミュニティ再生の意義について知見が示されま

した。70名の市民及び学生が集い、総合討論でも

活発な議論が交わされました。復興の過程におい

て課題は多くありますが、希望をつなぐ復興まち

づくりのために、参加者一同、地域や住民に寄り

添いながら活動を推進していく方向性を確認し、

閉会しました。

日時：平成26年８月３日（日）　10：00～13：00

場所：岩手大学復興祈念銀河ホール

プログラム：

�開会あいさつ

越谷　　信（地域防災研究センター副センター長、工学部准教授）

�第１部　岩手大学

基調報告「地域防災研究センターのこれまでの活動と今後について」
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南　　正昭（地域防災研究センター長、工学部教授）

報告「ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくり

－国連防災会議（陸前高田市分科会）の準備状況－」

村上　　清（人文社会科学部客員教授、陸前高田市市政アドバイザー）

報告「防災危機管理のための人材育成について」

越野　修三（地域防災研究センター教授）

�第２部　神戸大学

報告「大船渡赤崎地区におけるエンパワメント」

松岡　広路（人間発達環境学研究科教授）

報告「復興過程の大学の地域連携－阪神淡路での歴史分野からの示唆－」

奥村　　弘（人文学研究科教授、地域連携推進室長）

報告「兵庫行動枠組みを生かすコミュニティ主体の地域復興－日本とアジアの制度比較－」

金子　由芳（国際協力研究科教授）

総合討論

ファシリテーター　松岡　勝実（岩手大学地域防災研究センター、人文社会科学部教授）

北後　明彦（神戸大学都市安全研究センター長教授）

報告　奥村弘教授報告　村上清客員教授

ファシリテーター　松岡勝実教授報告　金子由芳教授

報告　松岡広路教授

閉会挨拶　北後明彦教授
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第10回地域防災フォーラム
「東日本大震災に関する調査研究報告

～岩手県における被災から現在まで～」

第10回フォーラムでは、2013年９月、東日本大

震災に関する土木学会東北支部学術合同調査委員

会により発行された調査報告書の中から、岩手県

を対象とした事例や最近の研究成果紹介に60名程

が聴講し、東日本大震災による被害状況および復

興過程についての理解を深めました。

菊地岩手県土木部長からは、岩手県沿岸被災地

域の被害状況、復興計画、復興状況、復興教育や

観光による復興に関する情報の紹介がありまし

た。山本准教授からは、東日本大震災当時の地震

動に関する話題と揺れやすさを探る手法や成果に

ついての研究報告がありました。小山田准教授

は、津波によるコンクリート構造物の破壊につい

ての状況説明・解説と震災瓦礫の有効利用の取り

組みについて報告しました。三宅准教授からは、

小規模漁村における地域の特徴や居住地・公共施

設等の移転先についての活動報告がありました。

日時：平成26年10月18日（日）　10：00～13：00

場所：岩手大学復興祈念銀河ホール

プログラム：

�開会あいさつ

越谷�　信（地域防災研究センター副センター長、工学部准教授）

�講演

「震災から３年半、今被災地はどうなっているか」

菊地　一彦（岩手県県北広域振興局土木部長）
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報告①

「平成23年東北地方太平洋沖地震の概要と高密度アンケート調査による岩手県南部の詳細震度分布」

山本　英和（地域防災研究センター、工学部准教授）

報告②

「岩手県における津波によるコンクリート構造物の被災事例とがれきの有効利用に関する調査」

小山田哲也（地域防災研究センター、工学部准教授）

報告③

「岩手県の小規模漁村における復興まちづくりの考え方」

三宅　　諭（地域防災研究センター、農学部准教授）

�閉会の挨拶

南　正昭（地域防災研究センター長、工学部教授）

報告　小山田哲也准教授 報告　三宅諭准教授

講演　菊地一彦部長 報告　山本英和准教授





国連防災世界会議
国連防災世界会議は、国際的な防災戦略について議論する国連主催の会

議であり、第１回（1994年、於：横浜）、第２回（2005年、於：神
戸）の会議とも、日本で開催されています。

2015年３月14日～18日、仙台において、第３回国連防災世界会議が
開催されました。本体会議の他、近隣会場にて様々なシンポジウム、展
示、ツアーなどの関連イベントが開催され、述べ15万人が参加しました。

岩手大学地域防災研究センターは、会期中にパブリック・フォーラムを
開催し、またこれまでの取り組みを紹介した展示ブースを出展しました。
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第11回地域防災フォーラム
（第３回国連防災世界会議プレイベント）
「3.11から学ぶ危機管理と災害対応」

３月13日（金）、岩手大学復興祈念銀河ホールにおいて、第３回国連防災世界会議・岩手大学主催パブリ

ックフォーラムの関連行事として第11回地域防災フォーラムが開催されました。今回のフォーラムには、一

般市民や学生約70人が集い、東日本大震災から５年目を迎え、３.11から学んだ教訓を今後の危機管理や災害

対応にどのようにつなげていくのか討議を行いました。第1部では、パネリストから、ジェンダー視点から

の危機管理や災害対応、災害医療人や防災に係る人材育成と組織間の相互連携、支援情報の共有のあり方に

ついて報告されました。第２部では、県や市の防災担当者や学校関係者など来場者からも貴重な意見をいた

だきながら、地域防災に関わる多様な人材の育成やその連携の重要性を確認いたしました。

また、フォーラムに先立ちプレ企画として、岩手大学地域防災研究センターの越野修三教授による「入

門・危機管理教室」が開催されました。参加者は、クロスロードゲームを通して、楽しみながら防災・危機

管理を学びました。

日時：平成27年３月13日（金）　14：00～16：30

場所：岩手大学復興祈念銀河ホール　

プログラム：

総合司会　松岡　勝実（岩手大学地域防災研究センター、人文社会科学部教授）

�開会挨拶

南　　正昭（岩手大学地域防災研究センター長、工学部教授）

パネルディスカッション

コーディネータ　村上　　清（元国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）人事研修部長）

パネリスト　　　堀　　久美（岩手大学男女共同参画推進室）

眞瀬　智彦（岩手医科大学災害医学講座）

越野　修三（岩手大学地域防災研究センター）

南　　正昭（岩手大学地域防災研究センター）

質疑応答・全体討論

閉会挨拶　

越谷　　信　（岩手大学地域防災研究センター副センター長、工学部准教授）
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報告　堀久美准教授 報告　眞瀬智彦教授

報告　越野修三教授 報告　南正昭センター長
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第３回国連防災世界会議　岩手大学パブリック・フォーラム
（第１２回岩手大学地域防災フォーラム）
「地域社会のレジリエンスとキャパシティ・ビルディング

－被災地での岩手大学の実践と検証－」

平成27年３月、仙台で開催された第３回国連防

災世界会議パブリック・フォーラム」において、

岩手大学主催のフォーラム「地域社会のレジリエ

ンスとキャパシティ・ビルディング－被災地での

岩手大学の実践と検証－」を開催しました。この

フォーラムでは、岩手大学が震災直後から行って

きた、被災地復興に向けた被災地と大学との協働

の歩みを紹介し、その取り組みに対して、外部

の有識者を交えて検証することを目的としてい

ます。

岩渕明学長による開会挨拶のあと、第１部で

は、復興支援活動の事例として、緊急対応、地域

コミュニティの再生、防災教育・研究、なりわい

再建の支援、防災・危機管理人材育成プログラム

の開発に関する実践活動の報告がありました。第

２部のパネルディスカッションでは、国連開発計

画（UNDP）の近藤哲生駐日代表、神戸大学都市

安全研究センターの北後明彦センター長、東北大

学災害科学国際研究所の奥村誠副所長を迎え、レジリエントな地域社会づくりについて意見を交換しま

した。

当日は125名の来場者があり、「岩手の復興教育」プログラムを受講した学生からの感想や、岩手県沿岸か

ら参加した地元住民による被災地の様子など、来場者からも活発な意見がありました。フォーラム参加者及

び来場者とともに被災地にある大学の役割について議論・共有する機会となり、岩手県の潜在力を活かした

取り組み、被災したコミュニティの再建、復興の現場における若者や女性の参画、多様なステークホルダー

の連携、市民がリーダーとなった持続可能な開発、地域を担う人材育成の重要性などが確認されました。最

後に、菅原悦子副学長の閉会挨拶で終了しました。
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日時：平成27年３月18日（水）　９：20～11：40

場所：東京エレクトロンホール宮城　601大会議室（仙台市青葉区国分町３－３－７）

プログラム：

総合司会　尾中�夏美（国際連携室・教育推進機構准教授）

�開会挨拶

岩手大学長　岩渕　　明

�実践活動報告

１）イントロダクション　緊急対応

南　　正昭（地域防災研究センター長、工学部教授）

２）地域コミュニティの再生

広田　純一（農学部教授）

奥野　雅子（人文社会科学部准教授）　佐々木　誠（三陸復興推進機構特任准教授）

３）防災教育・研究

土屋　明広（教育学部准教授）

４）なりわい再建の支援

阿部　周一（三陸水産研究センター副センター長）

５）防災・危機管理人材育成プログラムの開発

越谷　　信（地域防災研究センター副センター長、工学部准教授）

�パネルディスカッション

モデレーター：松岡　勝実（人文社会科学部教授）

南　　正昭（前掲）

近藤　哲生（国連開発計画（UNDP）駐日代表）

北後　明彦（神戸大学都市安全研究センター長）

奥村　誠（東北大学災害科学国際研究所副所長）

�閉会挨拶

菅原　悦子（理事（地域連携・男女共同参画担当）・副学長）

※パネリストとして予定していたアーノルド・ホーウイット博士（ハーバード大学ケネディー政治大学院ア

ッシュセンター長、危機管理プログラム主任）は、御本人の急病のため来日を中止することとなりました。

そのことに伴い、プログラムからお名前を削除しております。
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開会挨拶　岩渕明 学長 総合司会　尾中夏美 准教授

実践活動報告　土屋明広 准教授 実践活動報告　阿部周一三陸水産研究センター副センター長

実践活動報告　広田純一 教授 実践活動報告　奥野雅子 准教授
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実践活動報告　越谷信 副センター長 会場の様子

閉会挨拶　菅原悦子 理事・副学長 登壇者集合写真
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第３回国連防災世界会議での岩手大学展示ブース開設

第３回国連防災世界会議の会期中、岩手大学は、せんだいメディアテーク５階において各研究部門の活動

紹介を行いました。地域防災研究センターからは、地域防災フォーラム講演録や活動年報（平成24・25年）、

記念グッズを配布するとともに、研究成果のスライド・ビデオ紹介、防災教育関連グッズの展示、震災映像

資料の公開等を行いました。来場者対応は三陸復興推進機構・地域連携推進センター所属のメンバーや岩手

大学学生にも協力してもらい、岩手大学として幅広い活動紹介を行いました。

展示ブースに立ち寄った来場者は、国内外の教育・研究機関の方のみならず、家族連れや仕事帰りのビジ

ネスマン、小学校・中学生・高校生・大学生と大人から子供まで毎日100名を越え、興味を示した分野も防

災かるたや防災教育教材DVD、災害対応に関する人材育成、津波避難誘導の防災アプリ等多岐にわたりま

した。とりわけ、海外の来場者には、インド洋津波と東日本大震災津波被災後の復興状況を比較した第2回

地域防災フォーラム講演録に関心があるようでした。

18日午後には、特任助教3名による活動紹介も行われ、一般の人たちは興味深く聴講していました。

日時：平成27年３月14日（土）－18日（水）　10：00～20：00

場所：せんだいメディアテーク（仙台市青葉区春日町２－１）
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第３回国連防災世界会議プレイベント
東北大学「東日本大震災メモリアル」

３月10日（火）、国連世界防災会議のプレイベントとして東北大学川内萩ホールにおいて「東日本大震災

メモリアル」が開催されました。

イベントは２部構成で、第１部は「減災社会の構築に向けて」をテーマに、震災から４年目の節目におい

て、再度、実践的防災学のあり方、特に社会のニーズと学究研究のギャップに着目して参加者とともに考え

るフォーラムとして行われました。国際科学会議会長のゴードン・マクビーン氏の基調講演、元ＵＮＩＳＤ

Ｒ上級アドバイザーのリード・バシャー氏による特別報告の後、震災復興状況報告として岩手大学からは越

野修三教授が「東日本大震災を教訓とした地域防災の取組み」について報告しました。

第２部は、「記憶を未来へ！」をテーマに、トークショーと「大津波」のＮＨＫ３Ｄドキュメンタリー映

画が上映されました。映画は、津波によって被災した家族の環境や心境の変化を３年間にわたって記録した

もので、東日本大震災の記憶と教訓をどのように後世に伝えていくかを問いかける内容でした。

日時：平成27年３月10日（火）　12：30～20：00

場所：東北大学川内萩ホール
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第３回国連防災世界会議パブリック・フォーラム
被災大学間連携シンポジウム

「住民主体の災害復興と大学の役割
－東日本大震災の教訓と神戸・アチェ・四川との比較－」

３月15日（日）、第３回国連防災世界会議パブリック・フォーラムにおいて、神戸大学、東北大学、岩手

大学による被災大学間連携シンポジウム「住民主体の災害復興と大学の役割－東日本大震災の教訓と神戸・

アチェ・四川との比較－」が開催されました。このシンポジウムは、被災者中心の安全なまちづくり実現す

るための課題と、そこで求められる大学の実践的役割について考えることを目的としたものです。阪神・淡

路大震災を経験した神戸大学と、東日本大震災の被災地にある東北大学と岩手大学が連携し、また、海外の

被災経験のある大学と交流して得られた成果などを踏まえながら、実践に向けた議論が行われました。

神戸大学都市安全研究センターの北後明彦センター長による司会・コーディネートで進行され、はじめに

３大学それぞれから開会あいさつがあり、岩手大学からは地域防災研究センターの南正昭センター長があい

さつしました。講演では３大学に加えて、アチェ津波のシャクアラ大学、四川地震の四川大学も参加し、こ

こでは地域防災研究センター防災まちづくり部門の松岡勝実部門長から、岩手大学の震災復興の活動につい

て報告がありました。

続いて、全体討論では報告者全員によるディスカッションが行われ、各々の活動報告を受け、震災復興に

おける大学の役割について意見が述べられました。最後に、神戸大学震災復興支援・災害科学研究推進室の

塩崎賢明名誉教授による閉会挨拶があり、住民主体の震災復興および継続した取り組みの重要性などが確認

されました。

日時：平成27年３月15日（日）　９：10～12：00

場所：仙台市情報・産業プラザ（AER�５階）　多目的ホール仙台（市青葉区中央１－３－１）

プログラム：

司会・コーディネーター　神戸大学都市安全研究センター長　北後　明彦

�開会挨拶

東北大学災害科学国際研究所長　　今村　文彦

岩手大学地域防災研究センター長　南　　正昭

神戸大学震災復興支援・災害科学研究推進室長　　根木　　昭
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第１部　テーマ：災害復興の教訓－東日本大震災・アチェ・四川

１．東日本大震災からの復興計画プロセスに関する教訓

東北大学大学院工学研究科都市・建築学専攻准教授　姥浦道生

２．阪神淡路と東日本―コミュニティ再生

神戸大学大学院国際協力研究科教授　金子由芳

３．四川地震復興６年の評価

中国・四川大学－香港理工大学災害復興管理学院執行院長・教授　顧林生

〈コメンテーター〉カンタベリー大学法科大学院教授　エリザベス・トゥーミー

第２部　テーマ：被災地・被災者の復興と大学

１．復興に向けた被災地における大学の役割

岩手大学地域防災研究センター・人文社会科学部教授　松岡勝実

２．大災害の記憶と研究を伝えていく大学の役割

神戸大学大学院人文学研究科教授・同大学地域連携推進室室長　奥村弘

３．スマトラ津波10年の大学の役割

インドネシア・シャクアラ大学学長　サムスル・リザール

〈コメンテーター〉�コベントリ―大学経営・環境・社会学部講師　ユン－ファン・チェン

全体討論

閉会挨拶

神戸大学震災復興支援・災害科学研究推進室　名誉教授　塩崎賢明

開会あいさつ　南正昭センター長 講演　松岡勝実部門長
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10 17 Katsumi Matsuoka 

“Issues in Land Use for Prompt Reconstruction in the Post-2011 Great 

East Japan Earthquake” The Asia Disaster Legal Forum hosted by 

Kobe University and Institute for Disaster Management and 

Reconstruction, Sichuan University-Hong Kong Polytechnic 

University , 12 August, 2014, Chengdu, Sichuan, China.  
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34 69
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26 9 9

 

2014 25 2014 11 29

61p, pp.4.

26

2014 8 24

Katsumi Matsuoka “Role of University in the Response to Great 

East Japan Earthquake” Community Initiative in Disaster Recovery 

and the Role of Universities-Commemoration of the 1995 

Hanshin-Awaji Earthquake hosted by Kobe University, 15 January 

2015,;Book of Proceedings at pp.1-6 “The Role of Universities in 

Reconstruction of the Disaster-Stricken Areas: Connecting the Needs 

of Afflicted Areas and Seeds of Universities” Disaster-Stricken 

Universities Symposium: Community-Based Reconstruction of Society 

and University Involvement hosted by Kobe University, Iwate 

University and Tohoku University at Third UN World Conference on 

Disaster Risk Reduction Public Forum, 15 March 2015,Sendai, Japan; 

Book of Proceedings , pp. 35-40 (in English),pp. 54-58 (in Japanese)

2 26
3 8
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～津波からの避難について～
【大原則】
「避難すること」「自分の命を守ること」を最優先に考える

【平成 27 年○月○日】
吉里吉里地区自主防災計画策定検討会，大槌町中央公民館吉里吉里分館，岩手大学教育学部社会学研究室／地域防災研究センター

【中原則】
１．避難をする前のこと
　(1) 普段から避難に必要なものを用意しておく
　(2) 身の安全を確保する
　(3) 避難の準備をする

２．避難のきっかけ
　次のようなきっかけにより自分の判断で避難する
　(1) 地震が起きた
　(2) 地震により停電した
　(3) 防災無線や広報およびテレビ・ラジオなどで災害の情報を得た

３．避難する場所
　(1) 普段から避難場所・避難所および避難路を確認しておく
　(2) 地震のときにいた所在地から近くて高いところへ避難する
　(3) 避難場所に着いたあとも安心せずさらに避難することを考 える
　(4) 他の災害の危険がある場合は、状況に応じて安全な場所に 避難する

４．避難環境の整備
　(1) 避難場所・避難所および避難路の維持・管理に協力する
　(2) 被災時に避難所が孤立しないよう連絡体制を整備しておく

５．避難ルールづくり
　(1) 基本はひとりで避難する（てんでんこ）
　(2) 家族・職場・近隣地域等で避難のルールを決めておく

６．避難の方法・手段
　(1) 徒歩による避難を基本とする
　(2) 徒歩で避難することが困難な場合、車イス・リアカー等で避難する備
　　 えをしておく
　(3) やむをえないときは自動車を利用して避難する

７．避難の支援
　(1) 家族での対応を基本とする
　(2) 避難しながら周辺の人々にも避難を呼びかける
　(3) 歩行制約のある人には早めの避難をうながす
　(4) 自分自身の安全を確保できる範囲で避難の支援を行う
　(5) 支援できることを住民同士であらかじめ話し合っておく

８．避難した後のこと
　(1) 一度避難したら低地に戻らない

１ 吉里吉里小学校

２吉里吉里中学校

３
吉里吉里地区体育館

天照御祖神社

４
吉里吉里駅前広場 ５

４

４
花道児童公園６

７吉祥寺三光殿
14

８ 堤乳幼児保育園

９若葉会館

10 らふたぁヒルズ

11
三陸園

13
docomoアンテナ

４丁目各地

12４花道育成会館

※地図は国土地理院の「基盤地図情報」をベースに作成した。
　津波浸水区域のデータは岩手県県土整備部河川課の提供によるもの。

災害危険箇所
凡例

町指定の避難場所・避難施設

検討会提案の避難場所・避難施設

避難場所・避難所

０

津波浸水区域

避難場所
避難場所 兼 避難施設

東日本大震災（H23年3月11日）０

０

０

００

避難場所
避難場所 兼 避難施設

このマップは津波からの避難を支援するものです。
東日本大震災の津波浸水区域を掲載していますが、より安全な高台に避難しましょう。
また、津波以外の災害（洪水・土砂災害等）に対する避難対策も検討しておきましょう。

１

２３

４

５
６

７

８

９

10

11

12 13

14
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(1) 

(2) 

 

 400m  800m  
     

  55221.8 15222.4 27.6  27569.9 49.9 
 47244.2 13328.4 28.2  23335.4 49.4 

 47244.2 9652.5 20.4  18223.3 38.6 
1  47244.2 11352.2 24.0  20388.3 43.2 
1  47244.2 12773.2 27.0  22483.6 47.6 

 1  7645.8 2083.2 27.2  3443.1 45.0 
1  7645.8 2783.2 36.4  4963.4 64.9 
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防災まちづくり部門
地域防災研究センター・菊池義浩
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防災まちづくり部門
工学部・大西弘志
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1kHz 4.0V
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H100mm 60% 1189

0.0kg/m3 1.2kg/m3 2.4kg/m3 3  
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h t 2
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Zave 0.0kg/m3

t

 

984.050.1
5.182

sin50.0),( t
Z
ZtZF
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MUSIC x
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MIMO
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3 2
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4 100

 
5 CDF (Cumulative-Distribution- 

Function) CDF 90%
0.45 m

 
 

MIMO

CDF90¥% 0.45 m

 
 

[1] D. Sasakawa et al., 8th European Conference on 

Antennas and Propagation, Electric Proc. of EuCAP 

2014, pp.3863-3867, April 2014. 

[2] C. Plapous et al., IEEE Transactions on Antennas and 

Propagation, Vol. 52, Issue 12, pp. 3257 - 3264, 2004.  
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災害文化部門
人文社会科学部・後藤尚人
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3  
 

 
 

Group        
Gr1  70  2011 11  T     
Gr2  60~80  2011 11  T    ( ) 
Gr3  60  2011 9  T     
Gr4  60~70  2011 11     ( ) 
Gr5  50~70  2012 1  T     
Gr6 PP  70~80  2012 4 2014 11  T     
Gr7  70  2013 3  T     
Gr8  70~80  2014 11  T     
Gr9  70~80   T     
Gr10  60~70  2012  K    ( ) 
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Earthquake Early Warning EEW
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3D 3D

203 203 305

stl 3D

3D

stl

CAD

CAD

5m

stl

3D

3D

技術部提案事業 75
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部　門　等

平成26年度　岩手大学地域防災研究センター教員名簿

所　属　学　部　等 氏　　名 備　　　考
センター長

（防災まちづくり部門）
副センター長

（自然災害解析部門）
自然災害解析部門

防災まちづくり部門

災害文化部門

南　　　正　昭

越　谷　　　信

土　井　宣　夫

大河原　正　文

越　谷　　　信

山　本　英　和

鴨志田　直　人

井良沢　道　也

小笠原　敏　記

松　林　由里子

柳　川　竜　一

松　岡　勝　実

田　中　隆　充

麥　倉　　　哲

南　　　正　昭

平　井　　　寛

廣　田　純　一

三　宅　　　諭

菊　池　義　浩

大　西　弘　志

小山田　哲　也

小林宏　一　郎

本　間　尚　樹

越　野　修　三

後　藤　尚　人

新　妻　二　男

山　崎　友　子

田　代　高　章

梶　原　昌　吾

比屋根　　　哲

今　井　　　潤

佐　藤　悦　子

工学部

工学部

教育学部

工学部

工学部

工学部

工学部

農学部

工学部

工学部

地域防災研究センター

人文社会科学部

教育学部

教育学部

工学部

工学部

農学部

農学部

地域防災研究センター

工学部

工学部

工学部

工学部

地域防災研究センター

人文社会科学部

教育学部

教育学部

教育学部

教育学部

連合農学研究科

地域連携推進機構

地域防災研究センター

教授

准教授

教授

准教授

准教授

准教授

助教

教授

准教授

助教

特任助教

教授

教授

教授

教授

准教授

教授

准教授

特任助教

准教授

准教授

准教授

准教授

教授

教授

教授

教授

教授

准教授

教授

准教授

特任助教

地震・火山・土砂

災害

水災害

計画

社会基盤

災害情報

防災教育
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部　門　等

平成26年度　地域防災研究センター運営委員会名簿

所　属　学　部　等 氏　　名

委員長

委員（委員長代理）

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

南　　　正　昭

越　谷　　　信

土　井　宣　夫

松　岡　勝　実

越　野　修　三

髙　橋　宏　一

長　澤　由喜子

吉　澤　正　人

武　田　純　一

渡　邊　善　博

地域防災研究センター長

地域防災研究センター副センター長

地域防災研究センター自然災害解析部門長

地域防災研究センター防災まちづくり部門長

地域防災研究センター災害文化部門長

人文社会科学部

教育学部

工学部

農学部

研究交流部長

�平成26年度第１回岩手大学地域防災研究センター運営委員会
日時：平成26年４月25日（金）　13時15分～
場所：事務局３階　第二会議室
議題：１．地域防災研究センター兼務教員の推薦について

２．平成26年度事業計画（案）について
３．客員教授等の推薦について
４．外部資金の受入について
５．その他

報告：１．平成26年度－27年度地域防災研究センター予算について
２．その他

�平成26年度第２回岩手大学地域防災研究センター運営委員会
日時：平成26年６月６日（金）10時30分～
場所：図書館１階　会議室
議題：１．平成25年度決算（案）及び平成26年度予算（案）について

２．地域防災フォーラムについて
３．その他

�平成26年度第３回岩手大学地域防災研究センター運営委員会
日時：平成26年10月23日（木）９時00分～
場所：事務局３階　第二会議室
議題：１．国連防災世界会議について

２．客員教授の推薦について
３．外部資金の受入れについて
４．その他

報告：１．地域防災フォーラムについて
２．全学共通教育科目「岩手の研究『三陸の復興を考える』」について
３．その他

�平成26年度第４回岩手大学地域防災研究センター運営委員会（持ち回り）
日時：平成27年３月12日（木）～３月19日（木）
議題：１．岩手大学地域防災研究センター客員教授等委嘱に係る申し合わせ（案）について

２．客員教授等の推薦について
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平成26年度　地域防災研究センター主催事業等一覧
月　日

2014/04/15 震災３年後が経過した沿岸被災地の上空
視察

花巻空港～宮古～山田～大槌
～釜石～大船渡～陸前高田～
遠野～花巻空港

2014/05/17 地域を支える「エコリーダー」・「防災
リーダー」育成プログラム開校式

岩手大学工学部キャンパス内
復興祈念銀河ホール 約30名

2014/05/20
第1回防災まちづくり講座「震災復興の
ための弁護士活動と津波災害における法
的問題の検討」の開催

岩手大学　Ｇ２大教室 講師：弁護士　瀧上　明

2014/06/04 第２回防災まちづくり講座「復興支援、
生活再建における法的諸問題」の開催

岩手大学キャンパス内　学生
センター棟　G18教室 講師：吉江　暢洋

2014/06/05～
2014/06/09

アーラム大学（米国）との学生交流プロ
グラム

田野畑村、宮古市、岩手大学
構内

アメリカ合衆国アーラム大学の学
生（５名）と教職員（２名）

2014/06/11 共催シンポジウム「岩手大学における復
旧・復興の取り組み」開催

電気通信大学東地区総合棟
306号室 約50名

2014/06/11 第３回防災まちづくり講座「岩手県におけ
る原発事故の損害賠償について」の開催

岩手大学キャンパス内　学生
センター棟　G18教室 講師：弁護士　菊池　優太

2014/06/23 タイの大学生の訪問 岩手大学工学部、地域防災研
究センター会議室ほか 38名

JENESYS2.0プロジェクトで来日し
たタイからの大学生38名が、「防
災」をテーマに当センターを訪問

2014/06/27
第４回防災まちづくり講座「震災復興の
まちづくりのために必要とされる人材像
について」の開催

法学合同研究室　人社１号館
５階

講師：村上　清（陸前高田市政ア
ドバイザー）

2014/06/27 第８回地域防災フォーラム「平成25年度
活動報告・講演会」開催

岩手大学工学部キャンパス内
復興祈念銀河ホール 約70名

2014/07/01 岩手県地域防災ネットワーク協議会開催 岩手大学地域防災研究センタ
ー会議室 約20名

参加機関：国立大学法人岩手大
学、公立大学法人岩手県立大学、
学校法人岩手医科大学、国土交通
省東北地方整備局岩手河川国道事
務所、盛岡地方気象台、岩手県、
岩手県教育委員会、日本放送協会
盛岡放送局、岩手日報社

2014/07/24 吉里吉里地区自主防災計画(案)の大槌町
長への報告会 大槌町役場　町長室 約10名

2014/08/03
第９回地域防災フォーラム「未来への復
興まちづくり～岩手大学×神戸大学連携
フォーラム～」開催

岩手大学工学部キャンパス内
復興祈念銀河ホール 約70名

2014/08/08～
2014/08/10

「第３回東北みらい創りサマースクー
ル」

地域防災研究センター会議室
（工学部共用教育研究棟）

2014/09/04 第２回地域防災ワークショップ開催 岩手大学工学部キャンパス内
復興祈念銀河ホール 26名

2014/09/17、
2014/09/21～
2014/09/22

アラスカ大学およびアーラム大学（米
国）との教育研究交流活動

アラスカ大学アンカレッジ
校、アーラム大学

2014/10/7 震災学習に関するレクチャー～沢内中学
校２年生防災かるたの体験

岩手大学地域防災研究センタ
ー会議室 20名

2014/10/18
第10回地域防災フォーラム「東日本大震
災に関する調査研究報告�～岩手県にお
ける被災から現在まで～」開催

岩手大学工学部キャンパス内
復興祈念銀河ホール 約60名

2014/10/30 「明日のリーダーセミナー」の開催　①
大野高等学校 大野高等学校 171名

（全校生徒171名）
講師：大河原正文　准教授（自然
災害解析部門）
演題：土砂災害のはなし～地すべ
り、崩壊、土石流の特徴と危険箇
所について～

2014/11/15～
2014/11/21 国連欧州本部（ジュネーブ）訪問 スイス・ジュネーブ 本学から南地域防災研究センター

長と村上清客員教授が参加

事業等名 場　　所 参加者数 備　　　　　考
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2014/11/10～
2014/11/12

平成26年度防災・危機管理エキスパート
育成講座　開講（盛岡会場）

岩手大学工学部キャンパス内
復興祈念銀河ホール 72名

2014/11/18～
2014/11/20

平成27年度防災・危機管理エキスパート
育成講座　開講（釜石会場） 釜石サテライト 24名

2014/11/26 「明日のリーダーセミナー」の開催　②
種市高等学校 種市高等学校 252名

（全校生徒252名）
講師：越野修三　教授（災害文化
部門）
演題：大災害から学ぶこと

2014/12/10 「明日のリーダーセミナー」の開催　③
一戸高等学校 一戸高等学校 124名

（１年生124名）
講師：山本英和　准教授（自然災
害解析部門）
演題：地震防災のはなし～東北地
方太平洋沖地震を振り返り今後対
応すべきこと～

2014/12/13 消防学校防災研修での講義・図上訓練 岩手県消防学校 30名

2014/12/15～
2014/12/16

平成26年度実践的危機管理講座　実習科
目　開講（盛岡会場）

岩手大学地域防災研究センタ
ー会議室 17名

2014/12/18～
2014/12/19

平成26年度実践的危機管理講座　実習科
目　開講（釜石会場） 釜石サテライト 3名

2014/12/20 地域を支える「エコリーダー」・「防災リ
ーダー」育成プログラム発表会・修了式

岩手大学工学部キャンパス内
復興祈念銀河ホール 約30名

2015/01/07 「復興教育副読本を活用した防災教育」
講義と演習の開催報告

岩手県立総合教育センター大
会議室および技術・情報処理
実習室

約80名

2015/01/28 「平成26年度岩手県自主防災組織連絡会
議」での講演・演習

アイーナ（いわて県民情報交
流センター） 約60名

2015/02/02～
2015/02/03

平成26年度実践的危機管理講座　総合実
習科目　開講

陸上自衛隊盛岡駐屯地体育館
（滝沢市） 37名

2015/02/21 「第10回岩手防災サロン」の開催報告 岩手大学地域防災研究センタ
ー会議室

2015/03/01
「NHKラジオまじぇ5時川柳公開収録」
への参加：「地震防災かるた」を使用し
ての防災かるた大会の開催

いわて県民情報交流センター
（アイーナ）

2015/03/08 「大槌町安渡地区津波避難訓練」への参
加及び視察

大槌町安渡地区（旧安渡小学
校跡地など） 約400名

2015/03/10 国連世界防災会議プレイベント「東日本
大震災メモリアル」への参加 東北大学川内萩ホール

2015/03/11
NHKラジオ第１　復興の象徴“奇跡の一
本松”と共に～　震災から４年、陸前高
田の今～

陸前高田市キャピタルホテル
1000

2015/03/13 第11回地域防災フォーラムプレ企画「入
門・危機管理教室」　開催

岩手大学地域防災研究センタ
ー会議室 約10名

2015/03/13 第11回地域防災フォーラム「3.11から学
ぶ危機管理と災害対応」の開催

岩手大学復興祈念銀河ホール
（工学部キャンパス内） 約70名

2015/03/15

被災大学間連携シンポジウム「住民主体
の災害復興と大学の役割－東日本大震災
の教訓と神戸・アチェ・四川との比
較－」

仙台市情報・産業プラザ　多
目的ホール（AER�５階）

2015/03/17
イグナイトステージ「災害に強いコミュ
ニティ形成のための地方大学によるキャ
パシティ・ビルディング」

仙台国際センター

2015/03/18

岩手大学パブリック・フォーラム「地域
社会のレジリエンスとキャパシティ・ビ
ルディング－被災地での岩手大学の実践
と検証－」の開催

東京エレクトロンホール宮城
601大会議室 約125名

2015/03/14～
2015/03/18

第３回国連防災世界会議での岩手大学展
示ブース開設 せんだいメディアテーク 500名以

上 （1日あたり100名以上の来場者）

月　日 事業等名 場　　所 参加者数 備　　　　　考
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平成26年度　地域防災研究センター教員活動記録
�委員会等
土井　宣夫

委員会等名
岩手山の火山活動に関する検討会（臨時） 岩手県 2014/05/27 委員
第48回岩手山の火山活動に関する検討会 岩手県 2014/06/24 委員
第49回岩手山の火山活動に関する検討会 岩手県 2014/10/29 委員
第50回岩手山の火山活動に関する検討会 岩手県 2014/12/24 委員
第１回栗駒山火山防災協議会 岩手県 2015/03/26 委員

岩手県津波痕跡調査アドバイザー会議 岩手県 2014/04/01　2015/03/31
岩手県津波防災技術専門委員会 岩手県 2014/04/01　2015/03/31
東北地方・太平洋沖の地震活動に関する
調査研究委員会委員

（公財）地震予知総
合研究振興会 2014/04/01　2015/03/31

下北半島周辺における地震活動等調査検
討委員会

（公財）地震予知総
合研究振興会 2014/04/01　2015/03/31

東日本大震災合同調査委員会委員 土木学会ほか
社団法人地盤工学会東北地域災害研究委
員会委員 社団法人地盤工学会

岩手県国土利用計画審議会 岩手県環境生活部環
境保全課 2014/01/10　2016/01/10

荒砥沢地すべり検討委員会 林野庁東北森林管理
局 2014/04/01　2015/03/31

蔵王火山噴火緊急減災対策砂防計画検討
委員会

国土交通省東北地方
整備局　新庄河川事
務所�

2013/01/01　2015/08/01

仙北市供養佛地区�土石流警戒避難に関す
る検討委員会 秋田県建設部� 2013/09/03　2014/08/31 委員長

岩手県国土利用計画審議会委員 岩手県（環境生活部
環境保全課） 2013/11/01　2016/10/31

赤川水系河川整備学識経験者懇談会
国土交通省東北地方
整備局　酒田河川国
道事務所�

2013/01/01　2016/01/10

福島県火山噴火緊急減災対策砂防計画検
討委員会 福島県 2013/01/01　2016/01/10 部会長

大船渡港湾口防波堤復旧に係る環境保全
効果検証　専門部会および検討会

国交省釜石港湾事務
所 2014/09/01

米代川水系河川整備学識者懇談会 国土交通省東北地方
整備局 2014/07/01

北上川水系河川整備学識者懇談会 国土交通省東北地方
整備局 2014/08/01

粘り強い構造を導入した防波堤における
環境共生検討会

国土交通省東北地方
整備局 2014/07/01　2015/02/29

岩手県津波防災技術専門委員会 岩手県 2014/07/01

馬淵川・安比川　川づくり懇談会馬淵
川・安比川　川づくり懇談会 岩手県 2015/02/27　2015/03/31 会長

依頼機関 委嘱期間 備　　　考

山本　英和
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考

井良沢道也
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考

小笠原敏記
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考
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松林由里子
委員会等名

北上川・松川　川づくり懇談会 岩手県 2015/01/20　2015/03/01 委員

釜石市震災検証委員会 釜石市 2014/11/01　2015/10/31 避難所・地域部会長
平成26年度粘り強い構造を導入した防波
堤における環境共生検討会

国土交通省東北地方
整備局 2015/02/18 代理出席

東北防衛施設地方審議会 東北防衛局 2014/10/01　2016/10/31 委員
岩手県情報公開審査会委員 岩手県 2014/10/01　2016/9/30 委員

大槌町生きた証プロジェクト実行委員会 岩手県大槌町 2014/04/01　2015/03/31 委員

山田町復興計画進行管理支援員 山田町 2014/10/01　2015/03/31
釜石都市計画鵜住居地区被災市街地復興
土地区画整理審議会委員 釜石市 2013/07/05　2018/07/04

釜石都市計画片岸地区被災市街地復興土
地区画整理審議会委員 釜石市 2013/07/05　2018/07/04

大槌町町営住宅入居者選考委員会 大槌町 2013/06/05　2015/03/31 委員長
日本建築学会住まいまちづくり支援建築
会議復興住まい・まちづくり部会 日本建築学会 2013/06　継続中 部会長

平成26年度釜石市東日本大震災検証委員
会 釜石市 2014/11/01　2015/10/31 学校部会長

日本建築学会東日本大震災における実効
的復興支援の構築に関する特別調査委員
会　岩手・宮城支援検討小委員会

日本建築学会 2014/09/01　2016/03/31 委員

第17期農村計画学会評議員 農村計画学会 2014/04/01　2016/03/31 委員

日本建築学会農村計画委員会農村計画本
委員会 日本建築学会 2014/04/01　2016/03/31 委員

日本建築学会農村計画委員会集落復興小
委員会 日本建築学会 2014/04/01　2016/03/31 委員

農村計画学会大震災復興特別委員会 農村計画学会 2012/05　継続 委員

東北未来づくりサマースクール実行委員
会

東北未来づくりサマ
ースクール実行委員
会事務局

2014/04/01　2015/03 委員

依頼機関 委嘱期間 備　　　考

柳川　竜一
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考

松岡　勝実
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考

麦倉　哲
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考

宮古市東日本大震災記録編集委員会委員 宮古市 2012/06/01　2015/03/31 委員

平井　寛
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考

三宅　諭
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考

菊池　義浩
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考
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複合構造委員会 土木学会 2012/04　　2015/03 委員
ASRと輪荷重の複合作用による床版劣化
の実態調査委員会 土木学会中部支部 2012/05　　2015/03 委員

複合構造標準示方書編集小委員会 土木学会 2013/09　　2015/03 委員
鋼・コンクリート合成床版設計施工指針
編集小委員会 土木学会 2014/05　　2016/03 委員

構造物の更新・改築技術に関する研究小
委員会 土木学会 2014/12　　2016/12 委員

コンクリート構造物の品質確保小委員会 土木学会 2014/04/01　2015/03/31 副主査
コンクリート中の気泡の役割・制御に関
する研究委員会

日本コンクリート工
学会 2014/04/01　2015/03/31

塩害外力の評価方法と評価研究委員会 日本コンクリート工
学会 2014/04/01　2015/03/31 幹事

寒中コンクリートの品質確保研究委員会 日本コンクリート工
学会 2014/04/01　2015/03/31 幹事長

音声データ伝送に適応した無線センサー
ネットワークシステムの技術的条件に関
する調査検討会

総務相（東北総合通
信局） 2014/07/03　2015/03/31 副座長（大槌町防災用音声通信装置に関す

る）

釜石市東日本大震災検証委員会 釜石市 2014/11/01～2015/10/31 委員長
地区防災計画学会 内閣府 2014/06/30～ 幹事
岩手県地域防災ネットワーク協議会 岩手大学 2014/07/01～ 事務局長
防災教育アドバイザー 岩手県教育委員会 2014/04/01　2015/03/31
火山防災エキスパート 内閣府 2014/04/01　2015/03/31
実践的防災教育総合支援事業推進委員 岩手県教育委員会 2014/07/30　2015/03/31 委員
東北みらい創りサマースクール実行委員
会

東北みらい創りサマー
スクール実行委員会 2014/04/01　2015/03/31 副委員長

いわて高等教育コンソーシアム：運営委
員会

いわて高等教育コン
ソーシアム 2014/04/01　2015/03/31 委員

いわて高等教育コンソーシアム：単位互
換・高大連携推進委員会

いわて高等教育コン
ソーシアム 2014/04/01　2015/03/31 委員長

大西　弘志
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考

小山田哲也
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考

本間　尚樹
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考

越野　修三
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考

後藤　尚人
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考
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�講演・講習など
土井　宣夫

講演題目講演会等の名称

防災講演会

2011年東北地方太平洋
沖地震について－“想
定外”とは何であった
か？－

2014/05/31 サンセール盛岡 日本教育会岩手県
支部 教員OB 約80名

岩手大学シニアカレッ
ジ

2011年東北地方太平洋
沖地震・津波は何だっ
たのか？

2014/09/05 岩手大学情報セン
ター 岩手大学農学部 シニアカレッ

ジ学生 約40名

環境省パークボランテ
ィア研修会 秋田焼山火山の話 2014/10/19 秋田焼山 環境省パークボラ

ンティア会
パークボラン
ティア 約20名

岩手県消防職員幹部教
育

岩手県の火山防災の現
状 2014/11/11 岩手県消防学校 岩手県消防学校

岩手県広域消
防本部幹部職
員

約50名

岩手防災サロン・INS
岩手山火山防災検討
会・INS地盤と防災研
究会

御嶽山噴火災害の教訓
と今後 2014/12/13 工学部

岩手防災サロン、
INS岩手山火山防
災検討会他

行政、一般市
民、学生 約100名

職員研修会 御嶽山噴火災害の教訓
と岩手の火山 2015/01/07 農学部 岩手大学農学部 農学系技術職

員 約35名

日本技術士会東北本部
岩手県支部年会

岩手山噴火と火山性地
震活動 2015/02/08 エスポワール岩手 日本技術士会東北

本部岩手県支部
一般市民、技
術士 約120名

研究発表会

栗駒山の1981年以降の
火山活動の推移－地域
連携による現地火山調
査

2015/02/14 岩手大学学生セン
ター

岩手県地学教育研
究会

研究会会員、
一般市民 約40名

ボランティア研修会 八幡平火山の話 2015/03/01 岩手県民の森フォ
レストアイ

八幡平自然散策ガ
イドの会 ボランティア 13名

滝沢市山岳協会創立50
周年記念式典講演会

1998年の岩手山の火山
活動と研究者・防災機
関・報道機関・住民に
よる地域の安全を目指
す継続的な取り組み

2014/04/29 滝沢ふるさと交流
館

滝沢市山岳協会創
立50周年記念式典 一般市民 約100名

INS地盤と防災研究会 INS地盤と防災研究会 2014/05/10 工学部テクノホー
ル

INS地盤と防災研
究会

会員、一般市
民、学生 約100名

滝沢市川前自治会　防
災講演会

「地震防災のはなし」
東北地方太平洋沖地震
を振り返り防災リーダ
ーの必要性を考える

2014/06/29 滝沢市川前自治会
岩姫台集会所 滝沢市川前自治会 一般市民 約40名

第３回東北みらい創り
サマースクール

「防災教育教材DVD」
と「防災かるた」を用
いた地域防災力の向上
－大人と子供がいっし
ょに学ぶ防災－

2014/08/09 地域防災研究セン
ター会議室

第３回東北みらい
創りサマースクー
ル

一般市民 約数名

防災に関するミニレク
チャー

防災啓発を目的とした
地震防災かるたの制作
とその適用

2014/10/07 地域防災研究セン
ター会議室 岩手大学

西和賀町沢内
中学校２年生
20名

20名＋引率教
員４名

第10回岩手大学地域防
災フォーラム　

平成23年東北地方太平
洋沖地震の概要と高密
度アンケート調査によ
る岩手県南部の詳細震
度分布

2014/10/17 復興祈念銀河ホー
ル

地域防災研究セン
ター 一般市民 約50名

実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

山本　英和

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）
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平成26年度「明日の防
災リーダーセミナー」

地震防災のはなしー東
北地方太平洋沖地震を
振り返り今後対応すべ
きことー

2014/12/10 一戸高校 岩手県 一戸高校１年
生 約100名

防災教育教材DVD使用
方法講習会

防災教育教材（DVD）
の活用 2015/01/07 岩手県立総合教育

センター 岩手県教育委員会 小中学校教員 約80名

環境防災
リーダー育成プログラ
ムの概要と火山防災に
関するトピック

2015/01/15 岩手県庁 岩手県議会 県会議員 約10名

一関市防災フォーラム

「東北地方太平洋沖地
震を振り返り防災リー
ダーの必要性を考え
る」本震および余震被
害と一関市内の詳細震
度分布の紹介

2015/03/08 一関市川崎公民館 一関市 一般市民 約250名

資源・素材2014（熊
本）

一軸圧縮下における花
崗岩の動的変形特性
ポスター発表：工藤慎
二

2014/09/15 熊本大学工学部百
周年記念館

一般社団法人�資
源・素材学会 学会員

資源・素材学会東北支
部平成25年度若手の会

一軸圧縮下における花
崗岩の動的変形特性
ポスター発表：工藤慎
二

2014/11/16 八幡平ロイヤルホ
テル

資源・素材学会東
北支部

学会員（若手
研 究 者 と 学
生）

岩手大学防災リーダー
育成研修 斜面防災 2014/10/26 岩手大学

岩手大学防災リー
ダー育成プログラ
ム

プログラム受
講生 約20名

秋田県技術講習会 地域と協働した減災の
取り組み 2014/11/14 秋田県ＪＡビル 環境緑化技術協会 技術者 約80名

岩手県土木合同セミナ
ー

地域と協働した減災の
取り組み 2014/05/27 エスポワールいわ

て
岩手県盛岡広域振
興局土木部 技術者 約100名

山形県県土整備主催技
術講習会

地域と協働した減災の
取り組み 2015/02/06 山形県 県内市町村職

員 約100名

農学部技術職員研修 技術講習会 2015/01/07 岩手大学 農学部 農学部技術職
員 約20名

みどりの県民会議総会 地域と協働した減災の
取り組み 2015/02/08 エスポワールいわ

て みどりの県民会議 会員、一般 約40名

防災士研修：八戸、仙
台、十和田、二戸 技術講習会

2014/10/05、
2014/10/26、
2015/01/17、
2015/02/18

八戸広域消防本
部、東京エレクト
ロンホール、沢田
悠学館、二戸市民
文化会館

防災士研修センタ
ー 技術者 各回約50名

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

鴨志田直人

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

井良沢道也

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

防災講義 東北地方太平洋沖自沈
から知る津波の実態 2014/11/04 消防学校 岩手県

平成26年度消
防職員幹部教
育初中級幹部
科

約20名，100
分の講演

小笠原敏記

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）
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防災講話
東日本大震災を踏まえ
た津波防災に対する心
構え

2014/12/17 久慈高校 岩手大学 生徒 約100名

東北支部技術研究発表
会

①津波段波における流
速分布の鉛直構造に関
する水理実験
②MPS法による津波段
波発生数値水槽の開発
③津波氾濫流による建
物への衝撃力およびそ
の流体特性に関する水
理実験

2015/03/7 東北学院大学 土木学会東北支部 研究者
①約20名
②約20名
③約20名

講演会

洪水避難に関する情報
取得について，岩手県
内のアンケート結果を
基に

2015/03/28 潟上市公民館 秋田大学地域防災
力研究センター 一般市民 約30名

リーダー育成プログラ
ム

防災リーダーコース
物理（波動）ほか

2014/05/17
2014/12/20 岩手大学 岩手大学社会環境

工学科 一般市民 約15名

第３回国連防災世界会
議ミニフォーラム

BUILDING�DAMAGE
CHARACTERISTICS
OF�THE�GREAT
EAST�JAPAN
EARTHQUAKE
TSUNAMI�FOCUSED
ON�THE�INUNDA-
TION�HEIGHT�AND
BUILDING�DENSITY

2015/03/18 せんだいメディア
テーク

地域防災研究セン
ター 一般市民 最大約20名

The�Asia�Disaster
Legal�Forum�hosted
by�Kobe�University
and�Institute�for�Dis-
aster�Management
and�Reconstruction

Issues�in�Land�Use�for
Prompt�Reconstruc-
tion�in�the�Post-2011
Great�East�Japan
Earthquake

2014/8/12 Chengdu,�Sichuan,
China

Sichuan�Univer-
sity-Hong�Kong
Polytechnic�Uni-
versity�and�Kobe
University

防災関係研究
者 40名

流域圏と水資源基本法―
及び震災３年後の課題
―，平成26年度流域域圏
学会一般公開セミナー

震災復興のための土地
利用と課題 2014/08/24 中央大学後楽園キ

ャンパス 流域圏学会 一般市民、研
究者、学生 70名

2014年国際開発学会第
25回全国大会

津波災害の予見可能性
と防災まちづくり―釜
石市防災センター事件
を巡って

2014/11/29 千葉大学西千葉キ
ャンパス 国際開発学会 研究者 30名

Community�Initiative
in�Disaster�Recovery
and�the�Role�of�Universi-
ties-Commemoration�of
the�1995 Hanshin-
Awaji�Earthquake�

Role�of�University�in
the�Response�to�Great
East�Japan�Earth-
quake

2015/1/15 神戸大学 神戸大学 研究者、学生 70名

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

松林由里子

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

柳川　竜一

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

松岡　勝実

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）
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災害復興まちづくり報
告会

陸前高田災害ＦＭニー
ズ及び市の広報に関す
る調査報告

2015/02/01 陸前高田市市役所 陸前高田市 市役所職員 10名

Disaster-Stricken�Uni-
versities�Symposium:
Community-Based�Re-
construction�of�Soci-
ety�and�University
Involvement�at�Third
UN�World�Conference
on�Disaster�Risk�Re-
duction�Public�Forum,�

The�Role�of�Universi-
ties�in�Reconstruction
of�the�Disaster-
Stricken�Areas:�Con-
necting�the�Needs�of
Afflicted�Areas�and
Seeds�of�Universities
hosted�by�Kobe�Uni-
versity

2015/03/15 東京エレクトロン
ホール（仙台市） United�Nations 研究者、一般

市民 130名

第８回岩手大学地域防
災フォーラム　

大槌町吉里吉里地区に
おける地域自主防災計
画策定を支援に関する
プロジェクトについ
（地域防災研修センタ
ーで平成25年度活動報
告）

2015/06/27 岩手大学銀河ホー
ル

岩手大学地域防災
研究センター

教職員、一般
市民 約100名

麦倉研究室院生（畠）・
学生（高橋・和田）

「大槌大学」（インター
ユニバーシティの復興
支援発表会）

2014/08/31 大槌町中央公民館
大会議室 大槌大学 一般市民 約200名

日本住宅会議サマーセ
ミナー

大槌町仮設住宅の暮ら
しの現状
―研究室の諸活動から
みた被災地・大槌町の
現状

2014/08/31 ホテル沢田屋（宮
古市） 日本住宅会議 学会員、一般

市民 約100名

日本行動計量学会大会

被災地における精神面
での健康状態を左右す
る要因について�－岩手
県山田町大沢地区仮設
住宅住民調査を中心に

2014/09/03 東北大学 日本行動計量学会 学会員 約50名

日本都市学会大会

地理情報システムを用
いた津波避難行動の類
型化―岩手県大槌町吉
里吉里地区を対象とし
て

2014/10/25 同志社大学 日本都市学会 教職員、一般
市民 約50名

第13回都市水害に関す
るシンポジウム

岩手県大槌町吉里吉里
地区における自主防災
計画�

2014/11/01 九州大学 九州土木学会 教職員、一般
市民 約100名

CSIS�DAYS�2014「全
国共同利用研究発表大
会

地理空間情報を用いた
避難行動の類型化に関
する研究

2014/11/21 東京大学
CSIS� DAYS� 2014
「全国共同利用研
究発表大会」

教職員、一般
市民 約100名

日本社会学会大会

大災害犠牲者の記録を
残す活動の社会的意義
に関する研究──岩手
県大槌町「生きた証プ
ロジェクト」を事例と
して──

2014/11/22 神戸大学 日本社会学会大会 学会員 約50名

阪神・淡路大震災20周
年シンポジウム

被災の検証なくして復
興なし―岩手県大槌町
における被災状況調査
より

2015/01/15 神戸大学 神戸大学 教職員、一般
市民 約100名

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

麦倉　哲

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）
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盛岡市中央公民館講座
「ボランティア　ステ
ップアップ研修」

「沿岸被災地へ、継続
的に支援を行うため
に」東日本大震災とボ
ランティア　―社会調
査を媒介とする３つの
STEPから

2014/12/13 盛岡市中央公民館 盛岡市中央公民館 一般市民 約50名

エンパワーメント11
（い）わて「講座」

～データから地域と未
来を読み解くチカラ～ 2014/11/30

盛岡市女性センタ
ープラザ・おでっ
て

盛岡市女性センタ
ー 一般市民 約30名

富山大学経済学特殊講
義

経済学特殊講義「東日
本大震災に学ぶ」 2014/10/21 富山大学 富山大学 学生、教員 約200名

平成26年度土木学会全
国大会第69回年次学術
講演会

東北地方太平洋沖地震
の前後における買い物
環境の変化

2014/09/10 2014/9/12 大阪大学 土木学会

第10回岩手大学地域防
災フォーラム

岩手県小規模漁村にお
ける復興まちづくりの
考え方

2014/10/18 復興祈念銀河ホー
ル

地域防災研究セン
ター

教職員、一般
市民 約20名

京都大学防災研究所地
震・火山グループ研究
会

東日本大震災　復興ま
ちづくりの現状 2014/11/28 京都大学防災研究

所
京都大学防災研究
所 教員、学生 約60名

岩手県復興まちづくり
トップセミナー

ふるさと再生に向けた
景観からのアプローチ 2014/10/27 岩手県民会館 岩手県復興局 首長、自治体

職員 約20名

みえ防災塾 東日本大震災後の復興
の展望 2015/01/10 三重大学工学部 三重大学、三重県 みえ防災塾生 約50名

都市住宅学会関東支部
地域コミュニティ住宅
計画公開研究会

コミュニティ形成と景
観形成の課題 2015/03/27 日本大学 都市住宅学会関東

支部
都市住宅学会
員 約20名

平成26年度岩手県自主
防災組織連絡会議

①自主防災組織の活動
について～各組織の活
動紹介と意見交換～
②演習　クロスロード
（災害対応カードゲー
ム）

2015/01/28 アイーナ 岩手県
自主防災組織、
地域防災サポ
ーター　等

①②各約60名
菊池　義浩

阪神・淡路大震災20年
追悼シンポジウム「コ
ミュニティ主導の災害
復興と大学の役割」

内発的発展に基づく復
興支援研究・活動－被
災地復興支援からの教
訓－

2015/01/17 美波町西の地公民
館

徳島大学，神戸大
学

海外・国内研
究者、一般市
民

実践的危機管理講座

演習　マップ・マヌー
バー（図上戦略演習），
イメージ・トレーニン
グ（状況予測型訓練）

2014/12/15
2014/12/18
2014/12/16
2014/12/19

工学部、釜石サテ
ライト

地域防災研究セン
ター

防災・危機管
理担当者 2会場で実施

平成26年度岩手県自主
防災組織リーダー研修
会

演習　クロスロード
（災害対応カードゲー
ム），ディグ（災害図
上訓練）

2014/11/13 岩手山青少年交流
の家 岩手県

自 主 防 災 組
織，防災担当
職員

34名

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

平井　寛

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

菊池　義浩

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

三宅　諭

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）
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地域を支える「エコリ
ーダー」・「防災リーダ
ー」育成プログラム

自主防災 2014/10/25 工学部 岩手大学 受講生

第２回地域防災ワーク
ショップ

報告　地域防災アンケ
ート「避難」の調査結
果について（速報）

2014/09/04 復興祈念銀河ホー
ル

岩手県地域防災ネ
ットワーク協議会 防災関連機関 26名 （ 13機

関）

遠野市立鱒沢小学校防
災研修会

鱒沢地域における災害
特性と家庭での対応
（図上訓練，DIG）

2014/06/13 鱒沢小学校 鱒沢小学校PTA 児童の保護者 約35名

農村計画学会2014年度
春期大会シンポジウム
「東日本大震災と農村
計画学会」

居住地・コミュニティ
再建支援研究　山元町
の住民組織における復
興活動の支援から

2014/04/12 東京大学農学部弥
生講堂 農村計画学会 研究者，学生

等

第10回岩手大学地域防
災フォーラム

岩手県における津波に
よる�コンクリート構
造物の被災事例とがれ
きの有効利用に関する
調査

2014/10/18 復興祈念銀河ホー
ル

地域防災研究セン
ター

教職員、一般
市民

復興道路等の構造物耐
久性向上についての講
習会

凍害の発生メカニズム
について 2014/02/03 宮城県建設産業会

館
国土交通省東北地
方整備局

教職員、一般
市民 約250名

コンクリート構造物耐
久性向上についての勉
強会

コンクリートのスケー
リング抵抗性に及ぼす
連行空気の効果

2014/06/09 仙台市東急ビル 国土交通省東北地
方整備局

国土交通省職
員 約40名

トンネル覆工コンクリ
ートの品質・耐久性向
上に関する勉強会

覆工コンクリートの耐
凍害性向上 2014/10/17 西松建設小本工事

事務所
国土交通省南三陸
国道事務所

国土交通省職
員、建設技術
者

約70名

コンクリートの品質向
上に関する勉強会

覆工コンクリートの耐
凍害性確保 2014/12/19 国土交通省三陸国

道事務所
国土交通省三陸国
道事務所

国土交通省職
員、建設技術
者

約70名

復興道路等の構造物耐
久性についての勉強会

新区界トンネルの凍害
対策の方向性と実践 2015/03/03 仙台市東急ビル 国土交通省東北地

方整備局
国土交通省職
員 約40名

新設コンクリート革命
の真実�－岩手県で何が
始まっているのか？何
が必要なのか？－�

コンクリートの耐凍害
性確保の実践�新区界
トンネルでの挑戦

2015/03/09 工学部テクノホー
ル

岩手県のコンクリ
ート構造物を考え
る会

国土交通省職
員、建設技術
者、一般市民

約250名

TISビジネスフォーラ
ム

東日本大震災�～初動対
応における課題と教訓 2014/05/27 ハイアットリージ

ェンシー東京 TIS�株式会社 一般 60名

教育行政連絡会 東日本大震災の課題と
教訓 2014/06/07 サンセール盛岡 岩手県教育委員会 県内教育長等 100名

アーラム大研修 クロスロードゲーム実
習 2014/06/09 岩手大学 地域防災研究セン

ター

アーラム大学
生と岩手大学
生

21名

メガリスク型災害研究
ステーションシンポジ
ウム

災害時の危機管理 2014/06/11 電気通信大学 電気通信大学・岩
手大学 大学関係者 30名

災害対策専門研修 行政と自衛隊との連携 2014/06/13 人と防災未来セン
ター

人と防災未来セン
ター

エキスパート
コース 30名

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

小山田哲也

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

第１回～第２回被災市
町村派遣職員メンタル
ヘルスケア研修

東日本大震災～岩手県
の対応と教訓

１回　2014/05/22
２回　2014/06/19 サンセール盛岡 岩手県政策地域部

全国からの被
災地に派遣さ
れている職員

各回130名

越野　修三

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）
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第６回パブリックカン
ファレンス

岩手県における災害対
応組織 2014/06/20 ＴＫＰガーデンシ

ティー永田町 国際危機管理学会 会員 130名

防災・危機管理トップ
セミナー

東日本大震災の課題と
教訓 2014/07/08 長野県塩尻市 長野県 市町村長等 200名

第79回定例懇談会 危機への対応 2014/07/14 ホテルエース盛岡 盛岡工業クラブ クラブ会員 50名
第３回被災市町村派遣
職員メンタルヘルスケ
ア研修

東日本大震災～岩手県
の対応と教訓 2014/07/24 ホテル東日本 岩手県政策地域部

全国からの被
災地に派遣さ
れている職員

170名

第９回地域防災フォー
ラム

防災危機管理のための
人材育成について 2014/08/03 岩手大学 地域防災研究セン

ター 一般 50名

第３回東北みらい創り
サマースクール

オール岩手で防災危機
管理のエキスパート育
成を

2014/08/06 岩手大学
東北みらい創りサ
マースクール実行
委員会

一般 70名

津波対策ＷＧ
東日本大震災の課題と
教訓（孤立対応を中心
として）

2014/08/28 新潟県庁 新潟県 自治体職員 10名

防災スペシャリスト養
成研修　 警報・避難 ①2014/09/05

②2015/02/04～05
有明の丘基幹的広
域防災拠点施設 内閣府 自治体等職員 ①48名

②42名

防災リーダー 東日本大震災の課題と
教訓 2014/09/06 岩手大学 地域防災研究セン

ター 受講生 20名

シニアカレッジ 大災害からの教訓
クロスロードゲーム 2014/09/08 岩手大学 岩手大学地域連携

推進機構 一般 30名

防災教育講話 危機への対応
クロスロードゲーム 2014/09/16 軽米高校 軽米高校 １・２年生 124名

災害時後方支援自治体
研究会

災害時における広域応
援について 2014/10/09 遠野市みらい創り

カレッジ 遠野市 行政職員、一
般 60名

防衛セミナー 東日本大震災における
自衛隊との連携 2014/10/09 滝沢ふるさと交流

館 東北防衛局 一般 130名

災害対策専門研修 行政と自衛隊との連携 2014/10/16 人と防災未来セン
ター

人と防災未来セン
ター

エキスパート
コース 30名

管理者・局長会議 危機への対応 2014/10/30 メトロポリタン 岩手県企業局 電気事業管理
者、局長 65名

危機管理と復興 東日本大震災の対応と
教訓 2014/11/01 マリオス いわてコンソーシ

アム 学生 29名

岩手医科大学医学生研
修

東日本大震災の課題と
教訓 2014/11/02 宮古市 岩手医科大学 医学生、スタ

ッフ職員 21名

危機管理講演会 危機への対応 2014/11/5 滝沢市 （株）ミクニ 社員 50名

防災・危機管理エキス
パート育成講座

①災害対応の実態、初
動・応急期対応
②災害対応・訓練マネ
ジメント

①2014/11/10
②2014/11/12 岩手大学 地域防災ネットワ

ーク協議会 受講者 ①54名
②80名

自主防災組織リーダー
教育 図上訓練 2014/11/13 岩手山青少年交流

の家 岩手県 自主防災組織
リーダー等 34名

防災リーダー 図上訓練 2014/11/15 岩手大学 岩手大学 防災リーダー 13名

もったいない町民大会
2014 大災害からの教訓 2014/11/16 中泊町総合文化セ

ンター 青森県中泊町 一般 100名

防災・危機管理エキス
パート育成講座

①災害対応の実態、初
動・応急期対応
②災害対応・訓練マネ
ジメント

①2014/11/18
②2014/11/20 釜石サテライト 地域防災ネットワ

ーク協議会 受講者 ①25名
②26名

明日の防災リーダーセ
ミナー 大災害から学んだこと 2014/11/26 種市高校 県北広域振興局 高校生 250名

消防団員幹部教育 災害対応図上訓練・演
習 2014/12/13 消防学校 岩手県消防学校 消防団幹部 38名

実践的危機管理講座
（岩手大） 図上訓練 2014/12/15～16 岩手大学 地域防災研究セン

ター 受講者 17名

岩手ビジネス交流会12
月例会 危機への対応 2014/12/16 ホテル東日本 岩手ビジネス交流

会 一般 20名

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）
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実践的危機管理講座
（釜石）

図上訓練（クロスロー
ド、DIG、MM等） 2014/12/18～19 釜石サテライト 地域防災研究セン

ター 受講者 ３名

危機管理士１級試験研
修

災害対策本部訓練（図
上訓練のノウハウ） 2015/01/09 東京 日本危機管理士機

構 危機管理士 12名

弘前地区隊友会 大災害からの教訓 2015/01/11 弘前市 中弘地区隊友会 一般 130名

災害医療コーディネー
ター研修 危機への対応 2015/01/24 岩手医科大学 岩手医科大学 医師、事務職

員 27名

空港技術災害対策研修 岩手県災害対策本部の
対応 2015/01/27 国土交通大学校柏

研修センター 国土交通省 職員 30名

実践的危機管理講座
（総合実習科目）

図上訓練（ロールプレ
イング） 2015/02/02～03 陸上自衛隊岩手駐

屯地
地域防災研究セン
ター 受講者 37名

ヤングリーダーズ国際
研修

大災害からの教訓、ク
ロスロードゲーム 2015/02/14 岩手大学 岩手大学（国際交

流センター） 学生 26名

防災講話 大災害から学んだこと 2015/02/18 盛岡商業高校 県教育委員会 教員、生徒 240名

指導主事研修会 DIG、クロスロード実
習 2015/02/20 岩手県庁 県教育委員会 指導主事 20名

地域防災情報シンポジ
ウム

東日本大震災の教訓を
踏まえた地域防災への
取り組み

2015/02/20 アイーナ 岩手県立大学 一般 60名

奥州市白山地区防災訓
練 図上訓練（DIG） 2015/02/22 奥州市白山地区セ

ンター
白山地区自主防災
会 一般住民 40名

市立奈良病院防災研修 東日本大震災の課題と
教訓 2015/03/02 市立奈良病院 市立奈良病院 病院スタッフ 120名

モーニングセミナー 東日本大震災の対応と
教訓 2015/03/06 ホテル東日本 倫理法人会 会員 50名

防災セミナー 大災害からの教訓 2015/03/07 江刺総合支所 奥州市 市民等 120名

国連世界防災会議プレ
イベント �東北大学
知のフォーラム

東日本大震災を教訓と
した地域防災への取組 2015/03/10 東北大学川内萩ホ

ール 東北大学 一般 150名

久慈市東日本大震災復
興祈念式

東日本大震災からの教
訓 2015/03/11 久慈市文化会館 久慈市 市民等 200名

第11回地域防災フォー
ラム

入門危機管理教室、パ
ネリスト 2015/03/13 岩手大学銀河ホー

ル 岩手大学 一般 70名

「東日本大震災」パネ
ルディスカッション
（パネラー）

「東日本大震災」パネ
ルディスカッション
（パネラー）

2015/03/28～29 宮古市等 厚生労働省医政局 ＤＭＡＴイン
ストラクター 75名

岩手大学・田老第一中
学校合同授業

私の碑を作ろう
（講演・グループデイ
スカッションのコーデ
イネートと司会）

2014/09/01 田老第一中学校体
育館

岩手大学・田老第
一中学校

岩手大学共通
教育科目「津
波の実際から
防災を学ぶ」
受講生、田老
１中全校生徒

約120名

Cultural�Domains

Japanese�Landscapte:
How�people�live�together
with�tsunamis�along
the�Sanriku�Coast

2014/10/ 岩手大学 岩手大学

岩手大学国際
交 流 科 目
Cultural� Do-
mains�受講生

追加巡検とし
て、山田町立
大沢小学校全
校表現劇「海
よ　光れ」に
引率（11/1）

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

山崎　友子

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）
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ESD・教育と防災・復
興（盛岡） 三陸復興と防災・教育 2014/03/15 教育学部E22教室

岩手大学教育学部
梶原研究室、一般
社団法人地域連携
プラットフォーム

教職員、NPO
法人職員、一
般市民

６名

梶原　昌五

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

実践的危機管理講座
（盛岡） DIG 2014/12/15

2014/12/16 岩手大学 岩手県地域防災ネ
ットワーク協議会 一般市民 約30人

実践的危機管理講座
（釜石） クロスロード 2014/12/18

2014/12/19 釜石サテライト 岩手県地域防災ネ
ットワーク協議会 一般市民 ３人

実践的危機管理講座
（総合演習）

ロールプレイング図上
訓練

2014/02/02
2014/02/03 自衛隊岩手駐屯地 岩手県地域防災ネ

ットワーク協議会 一般市民 約30人

第３回国連防災世界会
議コミュニケーション
スペース

被災地で実践する女性
たち―宮古市T地区の
手仕事の場を事例に

2015/03/18 せんだいメディア
テーク

地域防災研究セン
ター 一般市民 約10人

佐藤　悦子

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）



94 平成26年度岩手大学地域防災研究センター年報

�支援・協働など
土井　宣夫

支援対象
あるいは協働者支援・協働の内容

岩手県内活火山機上
観測

岩手県・一関市・盛
岡地方気象台 2014/04/09 岩手山、秋田駒ケ

岳、栗駒山 岩手県

栗駒山現地火山調査
岩手県・一関市・盛
岡地方気象台・仙台
管区気象台

2014/05/20
2014/05/21 栗駒山 岩手県

岩手山現地火山調査 岩手県・盛岡地方気
象台 2014/06/11 岩手山 岩手県

岩手県総合防災訓練 岩手県 2014/08/30 岩手県庁、雫石町、
八幡平市訓練現場 岩手県

栗駒山現地火山調査
岩手県・一関市・盛
岡地方気象台・仙台
管区気象台

2014/09/10
2014/09/11 栗駒山 岩手県

岩手県総合防災訓練
地震防災かるた提供 滝沢市 2014/08/30 県立大学 滝沢市 約50名

SSHにおける津波実
験の助言など 盛岡第三高等学校 2014/11/19 盛岡第三高等学校 岩手県 ６名

防災かるたを用いた
ワークショップ開催

東北みらい創りサマ
ースクール実行委員
会

2014/08/09 岩手大学 東北みらい創りサマ
ースクール ６名

防災教材作成演習の
講師 岩手県内教職員 2015/01/07 岩手県立総合教育セ

ンター 岩手県教育委員会 70名程度

第４回釜石市避難所
運営フォーラム 釜石市民 2015/01/31 釜石市産業育成セン

ター 釜石市 100名程度

陸前高田災害ＦＭニ
ーズ及び市の広報に
関する調査

ＮＰＯ法人陸前高田
復興支援連絡協議会
ＡｉｄＴＡＫＡＴＡ
及び陸前高田市

2014/10/15
2014/11/25 市内全域 Ａｉｄ　Ｔａｋａｔ

ａ 51箇所約300名

安渡町内会総合防災
訓練 安渡町内会 2015/03/08 安渡地区 安渡町内会／防災都

市計画研究所 約300名

吉里吉里地区自主防
災計画策定検討会

吉里吉里地区自主防
災役員／岩手大学社
会学研究室・地域防
災研究センター

2014/05/23、
2014/09/29、
2015/01/29

吉里吉里公民館 吉里吉里地区自主防
災計画策定検討会 各回約30名

実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）

山本　英和
支援対象

あるいは協働者支援・協働の内容 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）

小笠原敏記
支援対象

あるいは協働者支援・協働の内容 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）

柳川　竜一
支援対象

あるいは協働者支援・協働の内容 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）

松岡　勝実
支援対象

あるいは協働者支援・協働の内容 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）

麦倉　哲
支援対象

あるいは協働者支援・協働の内容 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）



資料編 95

吉里吉里地区自主防
災計画案を大槌町長
へ提出

吉里吉里地区自主防
災役員／岩手大学社
会学研究室・地域防
災研究センター

2014/07/24 大槌町役場 吉里吉里地区自主防
災計画策定検討会 約10名

岩手大学教育学部附
属中学校で防災を取
り入れた授業の実施

実践は附属中七木
田、検討チームは岩
大菊地洋、麦倉哲、
附属中・七木田、及
川、角谷

2015/01/28 岩手大学教育学部附
属中学校 附属中学校 約40名

野田村都市公園計画
策定ワークショップ 野田村 2014/07

2015/03 野田村 野田村ほか

山田町復興計画進行
管理調整会議 山田町ほか 2014/04

2015/03 山田町 山田町

宮古市田老地区乙部
高台団地暮らしのデ
ザインワークショッ
プ

宮古市田老地区高台
団地移転希望者

2014/11
2015/03 宮古市田老地区 岩手県ほか

山田町まちなか再生
計画策定支援

山田町、山田町商工
会ほか

2014/06
2015/03 山田町 山田町ほか

野田村城内地区地域
再生計画作成支援 野田村 2014/11

2015/01 野田村 野田村ほか

景観と暮らしのデザ
インガイド～岩手県
沿岸地域の復興に向
けた景観形成の考え
方～作成支援

NPOいわて景観ま
ちづくりセンター

2014/11
2015/03

グリーンピア三陸み
やこ 岩手県

吉里吉里地区自主防
災計画策定検討会で
の取組支援

吉里吉里地区自主防
災計画策定検討会

2013/04/01
2014/03/31

大槌町公民館吉里吉
里分館

吉里吉里地区自主防
災計画策定検討会

安渡町内会・大槌町
懇談会での取組支援 安渡町内会，大槌町 2013/04/01

2014/03/31 安渡地区仮設公民館 安渡町内会

「山元町震災復興�土
曜日の会」での取組
支援

山元町震災復興�土
曜日の会

2013/04/01
2014/03/31 普門寺 山元町震災復興�土

曜日の会

市町村消防防災主管
課長会議 岩手県総合防災室 2014/04/18 盛岡市勤労福祉会館 岩手県 約80名

第４回～第８回いわ
て復興塾

いわて復興塾運営委
員会

①2014/04/26
②2014/05/24
③2014/06/28
④2014/07/26
⑤2014/08/23

岩手大学銀河ホール 一般社団法人いわて
復興塾

①
②90名
③④⑤各回約100名

岩手県防災教育研修
会 県内教職員等 2014/04/30 サンセール盛岡 岩手県県教育委員会 約200名

第７回ＩＣＳ推進研
究会・第９回ＩＣＳ
推進研究会

京都大学防災研究所
林春男教授

７回　2014/05/08
９回　2014/09/02 衆議院第１議員会館 内閣府等 各回23名

支援対象
あるいは協働者支援・協働の内容 実施日

（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）

三宅　諭
支援対象

あるいは協働者支援・協働の内容 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）

菊池　義浩
支援対象

あるいは協働者支援・協働の内容 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）

越野　修三
支援対象

あるいは協働者支援・協働の内容 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）



平成26年度岩手大学地域防災研究センター年報96

盛岡市図上訓練への
評価支援 盛岡市 2014/05/31 盛岡市役所 盛岡市 約100名

奈良県橿原市図上訓
練（視察・評価） 京都大学防災研究所 2014/07/10 奈良県橿原市 京都大学防災研究所 約100名

第３回東北みらい創
りサマースクール
（パネルディスカッ
ションのコーディネ
ーター）

東北みらい創りサマ
ースクール実行委員
会

2014/08/08 岩手大学銀河ホール
東北みらい創りサマ
ースクール実行委員
会

約70名

第２回地域防災ワー
クショップ

岩手県地域防災ネッ
トワーク協議会 2014/09/04 岩手大学 岩手県地域防災ネッ

トワーク協議会 30名

大阪府防災訓練（図
上訓練）助言 大阪府 2015/01/20 大阪府庁 大阪府 約100名

埼玉県防災訓練（図
上訓練）助言 埼玉県 2015/02/06 埼玉県庁 埼玉県 1600名

田老第一中学校東京
での語り部活動への
コメント

田老第一中学校 2014/04/ 日本青年館ホテル 宮古市立田老第一中
学校 約80名

田老第一中学校追悼
式参加「私の碑」英
語訳贈呈

田老第一中学校/岩
手大学教育学部英語
教育科学生

2015/03/11 宮古市立田老第一中
学校

宮古市立田老第一中
学校 約140名

田老第一中学校との
合同授業

田老第一中学校/岩
手大学学生 2014/09/29 宮古市立田老第一中

学校
宮古市立田老第一中
学校・岩手大学 約140名

田老防浪堤手つなぎ
追悼式参加

田老町民、岩手大学
学生 2015/03/11 宮古市田老防浪堤、

田老公民館
NPO�立ち上がるぞ
田老 約300名

支援対象
あるいは協働者支援・協働の内容 実施日

（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）

山崎　友子
支援対象

あるいは協働者支援・協働の内容 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）



土井　宣夫

�論文執筆など

論文題目著者名
土井宣夫、佐々木信
良、千葉幸也、岩舘
晋

栗駒山の火山活動に誘発された2008年岩
手・宮城内陸地震－地域連携による火山
活動の監視－

岩手大学教育学部研究
年報 74，27-49 2015年３月 岩手大学教育

学部

山本英和、朝田航、
齊藤剛

微動観測による岩手県陸前高田市の地盤
のS波速度構造の推定

公益社団法人物理探査
学会第130回学術講演
会講演論文集

pp.１-４ 2014年５月
公益社団法人
物理探査学会
山本英和

宇部陽子、山本英
和、齊藤剛、藤根
友博

極小微動アレー探査による岩手県一関市
の地盤のＳ波速度構造の推定

公益社団法人物理探査
学会第130回学術講演
会講演論文集

pp.12-15 2014年５月
公益社団法人
物理探査学会
山本英和

藤根友博、山本英
和、齊藤剛、高倉
恵

周波数波数法と空間自己相関法による水
平微動に含まれるLove波の位相速度推定
の検討～岩手大学における例～

公益社団法人物理探査
学会第131回学術講演
会講演論文集

pp.126-128 2014/10/21 公益社団法人
物理探査学会

井良沢道也
地域と連携した土砂災害防災教育を目指
して－防災学習会が児童へもたらす影響
と学校別による効果の違い－

機関誌SABO Vol.�116�p.28-33 2014/07/30

（一般財団法
人）砂防・地
すべり技術セ
ンター

井良沢道也、目黒渚 2010年７月17日岩手町豪雨災害時におけ
る住民の警戒避難に関する実態調査

岩手大学農学部演習林
報告 45：99-116 2014/07/02 岩手大学

井良沢道也、角田皓
史

天気予報を用いた融雪水量の予測手法－
岩手県八幡平地すべりを対象として－

岩手大学農学部演習林
報告 45・127-148 2014/07/02 岩手大学

伊藤綾乃、井良沢道
也、多賀谷拓也

岩手・宮城内陸地震を語り継ぐ一関災害
遺構の実態調査

岩手大学農学部演習林
報告 44・149-167 2014/07/02 岩手大学

砂川透吾、齊藤秀
一、鈴木信夫、瀬良
敬二、辻尾大樹、小
笠原敏記

女川港湾口防波堤での被覆ブロック連結
による粘り強い構造の安定性実験

土 木 学 会 論 文 集B3
（海洋開発）

70・No.2・
I_474-I_479 2014年６月 土木学会

村上智一、古谷龍太
郎、小笠原敏記、下
川信也

岩手県宮古湾における東北地方太平洋沖
地震津波後の水質環境の現地観測

土木学会論文集B3
（海洋開発）

70・No.2・
I_19-I_24 2014年６月 土木学会

砂川透吾、大久保陽
介、辻尾大樹、鈴木
信夫、小笠原敏記

巨大津波に対する粘り強い防波堤の構造
検討に関する数値解析手法の適用性

土木学会論文集B2
（海岸工学）

70・No.2・
I_191-I_195 2014年11月 土木学会

小笠原敏記、岩間俊
二、堺茂樹

岩手県普代村における太田名部漁港施設
の津波減衰効果に関する数値解析

土木学会論文集B2
（海岸工学）

70・No.2・
I_301-I_305 2014年11月 土木学会

小笠原敏記、三橋
寛、堺茂樹

準定常流中における構造物周りの流体特
性に関する水理実験

土木学会論文集B2
（海岸工学）

70・No.2・
I_316-I_320 2014年11月 土木学会

村上智一、古谷龍太
郎、小笠原敏記、下
川信也

CTD観測データに基づく岩手県宮古湾の
流動・塩分・水温構造の数値解析

土木学会論文集B2
（海岸工学）

70・No.2・
I_1126-I_1130 2014年11月 土木学会

松林由里子、藤森直
人、久保奈央、堺
茂樹

東北地方太平洋沖地震津波時とその後の
岩手県の小中学校での津波避難行動

土木学会論文集B2
（海岸工学）

Vol.�70（2014）
No.２
I_1341-I_1345

2014年11月 土木学会

学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

山本　英和
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

井良沢道也
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

小笠原敏記
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

松林由里子
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関
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松林由里子、伊藤咲
良、石田遼祐

岩手県沿岸における漁船の津波避難につ
いて

土木学会論文集B2
（海岸工学）

Vol.70（ 2014）
No.2
I_1376-I_1380

2014年11月 土木学会

松林由里子、渡辺一
也、川越清樹

豪雨発生が社会基盤施設に及ぼした被害
に関する研究

土木学会論文集G（環
境）

Vol.� 70（ 2014）
No.5
I_249-I_256

2014年９月 土木学会

柳川竜一、堺茂樹
岩手県沿岸地域を対象とした東日本大震
災津波に関する地理・来襲津浪・被害建
物特性

自然災害科学 Vol.33,No.２,
pp.145-159 2014年９月 自然災害学会

柳川竜一、虻川佑
太、越野修三、堺茂
樹、南正昭

航空写真とDEMデータから推定した東日
本大震災での津波遡上高の分布とそれら
地理的特性

自然災害科学 Vol.33，特別号，
pp.53-63 2014年９月 自然災害学会

柳川竜一、藤森直
人、菅野航、堺茂樹

東北地方太平洋沖地震に伴い地盤沈下し
た岩手県南部地域の冠水被害とその影響
範囲推定

土木学会論文集B2
（海岸工学）

Vol.70，No.２，
I_1336-I_1340 2014年11月 土木学会

Ryoichi�Yanagawa,
Shigeki�Sakai

Relational�Analysis�between�Tsunami
and�House�Damage�at�the�Inundation
Area�in�Iwate,�Japan

Coastal�Engineering
Proceedings.

The�34th�Inter-
national�Con-
ference�on
Coastal�Engi-
neering
（ICCE2014）
E165

2014年6月 ASCE

麦倉哲、梶原昌五、
高松洋子

地理情報システムを用いた津波避難行動
の類型化―岩手県大槌町吉里吉里地区を
対象として

日本都市学会年報 Vol.48未定 2015年５月 日本都市学会

麦倉哲、梶原昌五、
高松洋子、和田風人

東日本大震災犠牲者の被災要因からみた
「地域防災の課題」─大槌町吉里吉里地
区自主防災検討のための死亡状況調査か
ら─

岩手大学教育学部教育
実践センター紀要 14.21-35 2015年３月

岩手大学教育
学部附属教育
実践センター

Satoshi�MIYAKE Post-disaster�reconstruction�in�Iwate
and�new�planning�challenges�for�Japan

Planning�Theory�&
Practice

Vol.5,�No.2,
246-250 2014年６月

Published�in
conjunction
with�the�Royal
Town�Plan-
ning�Institute

菊池義浩、南正昭
東日本大震災における学校施設の津波避
難行動に関する調査研究－岩手県沿岸小
中学校を対象として－

都市計画論文集 Vol.49�No.3，
pp.333-338 2014年10月 日本都市計画

学会

論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

柳川竜一、堺茂樹 津波浸水深と建物密集度に着目した東日
本大震災津波に関する建物被害特性

土木学会論文集B3
（海洋開発）

Vol.70,No.２,
I_438-I_443 2014年６月 土木学会

柳川竜一
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

麦倉　哲、梶原昌
五、高松洋子

Ａｒｃ－ｇｉｓを用いた津波避難行動の
検証ー岩手県大槌町吉里吉里地区を対象
として

日本都市学会年報 Vol.47・317-324 2014年５月 日本都市学会

麦倉　哲
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

三宅　諭
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

菊池　義浩
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関



資料編 99

複合構造を対象とし
た防水・排水技術研
究小委員会（委員
長：大西弘志）

複合構造物を対象とした防水・排水技術
の現状

土木学会論文集A1
（構造・地震工学）

Vol.70，No.5，
Ⅱ_106-Ⅱ_119 2014年５月 土木学会

H.�Onishi,�N.
Shimizu,�T.�Santo,
M.�Miyamura

Development�of�new�structural�health
monitoring�method�for�bridge�decks
based�on�small�FWD�system.�

Life-Cycle�of�Struc-
tural�Systems:�Design,
Assessment,
Maintenance�and
Management

pp.355-360 2014年11月 IALCCE

H.ONISHI，K.
YAEGASHI

Static�Flexural�Strength�of�Grid�Struc-
tured�GFRP�Decks.

The�Proceedings�of
The�6th�Asia-Pacific
Young�Researchers�&
Graduates�Symposium

pp.35-40 2014年８月 ACI

猪股史貴、岩崎正
二、大西弘志、出戸
秀明、宮村正樹

九年橋橋脚の健全度評価に及ぼす上部工
の影響について 鋼構造年次論文報告集 Vol.22，

pp.879-884 2014年11月 日本鋼構造協
会

大西弘志、横澤幸
貴、岩崎正二、出戸
秀明、芦田勝男

スタッドピン定着部の疲労耐久性 構造工学論文集 Vol.60，pp.505-
512 2015年３月 日本学術会議

小山田哲也・羽原俊
祐・斎藤和秀・早坂
洋平

コンクリートのスケーリング抵抗性にお
ける連行空気の影響に関する研究

コンクリート工学年次
論文集

37・1・
1048-1053 2014年７月

（一社）日本コ
ンクリート工
学会

Tetsuya�Oyamada,
Shunsuke�Hane-
hara,�Hideaki�Deto,
Shoji�Iwasaki

Characteristics�of�Tsunami�Damage�to
the�Tide�Walls�in�Iwate�Prefecture�from
the�Great�East�Japan�Earthquake

Journal�of�Civil�Engi-
neering�and�Architec-
ture,�Vol.8,�No.7,
pp.807-814

8・7・807-814 2014年７月
David�Pub-
lishing�Com-
pany

菅野華果、羽原俊
祐、小山田哲也、越
後貴司

既存スケーリング試験方法に対する小片
凍結融解試験方法の整合性

セメント・コンクリー
ト論文集 68・389-395 2015年３月 （一社）セメ

ント協会

小林宏一郎（分担執
筆） 巨大構造物ヘルスモニタリング 著書 pp.�143-153 2015年３月

エ ヌ ・ テ ィ
ー・エス出版
社

K.�Kobayashi,�M.
Yoshizawa,�D.
Oyama,�Y.�Uchikawa

Wide�Dynamic�Range�Analog�Flux-Locked
Loop�System�Using�Low-Tc�SQUID�for
MCG�Measurements�Without�MSR

IEEE�Trans.�Magnet-
ics 5001003 2014年11月 IEEE

Keita�Konno,
Masaki�Nango,
Naoki�Honma,�Ken-
taro�Nishimori,
Nobuyasu�Take-
mura,�and�Tsutomu
Mitsui

Experimental�evaluation�of�estimating
living-body�direction�using�array�an-
tenna�for�multi-path�environment

IEEE�Antennas�Wire-
less�Propag.�Lett.

Vo.�13，
pp.718-721 2014/04/01 IEEE

山崎憲治／本田敏
秋／山崎友子（編）

被災地・岩手のレジリアントな社会構築
の試み　3.11後の持続可能な社会をつく
る実践学

単行本 全326ページ 2014年９月 明石書店

大西　弘志
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

小山田哲也
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

小林宏一郎
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

本間　尚樹
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

山崎　友子
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関
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山崎友子
第Ⅲ部　教育と復興、第１章　被災地に
学ぶ教育の原点－－被災地の教育復興の
思想と実践から

被災地・岩手のレジリ
アントな社会構築の試
み　3.11後の持続可能
な社会をつくる実践学

224-228 2014/09/30 明石書店

山崎友子

第III部　教育と復興、第２章　語り継ぐ
ことは命をつなぐこと－－共通教育科目
「津波の実際から防災を考える」のよっ
ちゃんとアイちゃんの物語から　

岩手・宮城内陸地震を
語り継ぐ一関災害遺構
の実態調査

229-240 2014/09/30 明石書店

Tomoko�YA-
MAZAKI�&�Shinji
HIRAKA（pro-
gram�director）

Project�director�として編集

TUNAGU�-�We�are
together��A�Record�of
the�East�Japan�Great
Earthquake�and
Tsunami�-�lessons�for
the�next�generation�-�

全54ページ 2014/10/31 岩手大学

Miyako� City� Great
East� Japan� Earth-
quake�and�Tsunami
Records� Editorial
Committee

宮古市震災の記録　英語版監修

“The�Great�East
Japan�Earthquake
and�Tsunami�Records
of�Miyako�City”�Vol.
1,�History�of�Tsunami
（Summary�Version）
-�English�Edition

全52ページ 2015/03/15 宮古市

論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

梶原昌五 津波被災地における岩手大学の水産・養
殖業復興支援について 日本の科学者 49・ 4・ 216～

221 2014/04/01 日本科学者会
議

梶原　昌五
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関
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山本　英和

�研究報告・活動報告など

報告題目著者名
齊藤良平、山本英
和、齊藤剛

アンケート震度算定方法の改良に関する
一考察

日本地球惑星科学連合
2014年大会 SSS23-P02 2014年５月 日本地球惑星

科学連合

山本英和、齊藤剛 防災啓発を目的とした地震防災かるたの
制作とその適用

第33回日本自然災害学
会学術講演会講演概要
集

pp.27-28 2014/09/25 日本自然災害
学会

齊藤剛、山本英和、
齊藤良平

高密度アンケート調査による詳細震度分
布と地震動マップ即時推定システムによ
る震度分布との比較検討

第33回日本自然災害学
会学術講演会講演概要
集

pp.121-122 2014/09/25 日本自然災害
学会

井良沢道也、檜垣大
助、伊藤英之、ほか
６名

2013年７月下旬及び８月９日豪雨により
東北地方で発生した土砂災害

平成26年度砂防学会研
究発表会講演要旨集 2014/05/28 砂防学会

井良沢道也 積雪地帯における防災・減災対策の推進
に向けての課題

平成26年度砂防学会研
究発表会講演要旨集 2014/05/28 砂防学会

伊藤綾乃、井良沢道
也、中村和作

小学校における防災教育体制と砂防探検
隊が果たした役割－磐井川砂防探検隊に
参加した小学校を対象として－

平成26年度砂防学会研
究発表会講演要旨集 2014/05/28 砂防学会

堀和彦、井良沢道也 広葉樹林の疎密度が雪の移動に及ぼす影
響（Ⅰ）

平成26年度砂防学会研
究発表会講演要旨集 2014/05/28 砂防学会

堀和彦、井良沢道
也、阿部修

立木密度と雪の移動に関する模型実験
（Ⅰ）

2014年度日本雪工学会
東北支部大会研究発表
プログラム

要旨集、P.� 50-
51 2014/06/01 日本雪氷学会

東北支部

堀和彦、井良沢道
也、松島秀士、ほか
３名

広葉樹林の疎密度が雪の移動に及ぼす影
響（Ⅰ）

雪氷研究大会（2014・
八戸）講演要旨集

講 演 要 旨 集：
P.279 2014/09/20 日本雪氷学会

堀和彦、井良沢道
也、松島秀士、ほか
３名

立木密度と雪の移動に関する模型実験
（Ⅰ） 東北の雪と生活 第29号：P.95-99 2014/06/01 日本雪氷学会

東北支部

小笠原敏記、伊藤歩
岩手大学による震災復旧・復興支援の取
組み－三陸復興推進機構と地域防災研究
センターにおける活動－

土木学会誌 ８月号・44-47 2014/08/01 土木学会

松岡勝実 四川大地震復興調査に参加して 岩手大学人文社会科学
部教育後援会報 38・14 2014/11/01

岩手大学人文
社会科学部教
育後援会

松岡勝実 津波災害の予見可能性と防災まちづくり
―釜石市防災センター事件を巡って

2014年国際開発学会第
25回全国大会、要旨
集,オンライン論文集

61・pp4 2014/11/29 国際開発学会

松岡勝実 Role�of�University�in�the�Response�to
Great�East�Japan�Earthquake

Community�Initiative
in�Disaster�Recovery
and�the�Role�of�Uni-
versities-Commemora-
tion�of�the�1995
Hanshin-Awaji�Earth-
quake�hosted�by
Kobe�University,Book
of�Proceedings

1-6
（in�English） 2015/1/15 神戸大学

学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

井良沢道也
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

小笠原敏記
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

松岡　勝実
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関
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松岡勝実

The�Role�of�Universities�in�Reconstruc-
tion�of�the�Disaster-Stricken�Areas:�Con-
necting�the�Needs�of�Afflicted�Areas
and�Seeds�of�Universities

Disaster-Stricken�Uni-
versities�Symposium:
Community-Based�Re-
construction�of�Soci-
ety�and�University
Involvement�hosted
by�Kobe�University,
Iwate�University�and
Tohoku�University�at
Third�UN�World�Con-
ference�on�Disaster
Risk�Reduction�Public
Forum,�Book�of�Pro-
ceedings

35-40
（in�English）
45-48
（in�Japanese）

2015/03/15 Unitede� Na-
tions

麦倉哲、大久保名
美、高松洋子

①大槌町のいまとこれからニュースレタ
ー１～７号合冊版
②大槌町のいまとこれからニュースレタ
ー第８号

①全16
②全２

①2014年８月
②2014年９月

岩手大学教育
学部麦倉研究
室

麦倉哲、梶原昌五、
飯坂正弘、高松洋子

2013年山田町大沢地区仮設住宅報告結果
概要版 全52 2014年12月

岩手大学教育
学部麦倉研究
室

麦倉哲、梶原昌五、
飯坂正弘、高松洋子 2014年大槌町仮設住宅報告結果概要版 全48 2015年３月

岩手大学教育
学部麦倉研究
室

三宅　諭 生業・観光業の復興支援から展開する社
会関係資本 消防科学と情報 No.117、p.23-27 2014年８月

一般財団法人
消防科学総合
センター

三宅　諭
波被災地域における環境まちづくり～岩
手県の再生可能エネルギー利用促進の取
り組み～

日本建築学会大会（近
畿）都市計画部門研究
懇談会資料

p.17-20 2014年９月 日本建築学会

三宅　諭
移転先住宅地での生活再建に向けた「暮
らしのデザイン」ワークショップ-野田村
城内地区高台団地の事例-

農村計画学会誌 Vol.33,No.4、
p418-421 2015年３月 農村計画学会

菊池義浩、麦倉哲、
南正昭

被災地における自主防災計画づくり支援
と防災まちづくりへの展開－大槌町吉里
吉里地区の事例－

農村計画学会誌 Vol.33�No.4，
pp.422-424 2015年３月 農村計画学会

菊池義浩、麦倉哲、
南正昭

住民と大学との連携による自主防災計画
づくりのプロセス－大槌町吉里吉里地区
での取り組み－

農村計画学会震災科研
シンポジウム

ポスターセッシ
ョン 2015年３月

農村計画学会
震災復興研究
グループ，大
震災復興特別
委員会

菊池義浩、越野修
三、南正昭

実践的な問題解決力を向上させる教育機
関での取り組み 農村計画学会誌 Vol.33�No.2，

pp.132-135 2014年９月 農村計画学会

菊池義浩、南正昭 東日本大震災における岩手県沿岸小中学
校の津波避難行動の実態調査

2014年度日本建築学会
大会学術講演梗概集

農村計画，
pp.51-52 2014年9月 日本建築学会

小松代亮磨、大西弘
志、岩崎正二、出戸
秀明

RC�床版内部水平ひび割れの発生メカニ
ズムに関する一検討

第八回道路橋床版シン
ポジウム論文報告集 pp.9-12 2014年10月 土木学会

報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

麦倉　哲
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

三宅　諭
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

菊池　義浩
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

大西　弘志
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関
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樊小義、小山田哲
也、羽原俊祐、齊藤
和秀

コンクリートのスケーリング抵抗性に及
ぼす気泡径分布の検討

第４回コンクリート技
術大会（長岡）技術講
演会発表論文集

4・145-150 2014/10/01 日本コンクリ
ート技術㈱

小山田哲也
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

小林宏一郎
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

三東豪士、大西弘
志、岩崎正二、出戸
秀明、宮村正樹

小型FWD�試験機を用いた道路橋床版健
全度評価の試み

第八回道路橋床版シン
ポジウム論文報告集 pp.235-238 2014年10月 土木学会

中鉢竜太、大西弘
志、岩崎正二、出戸
秀明、大久保藤和

RC部材の上面増厚補強工法による補強効
果のモニタリングに関する研究

第八回道路橋床版シン
ポジウム論文報告集 pp.239-242 2014年10月 土木学会

大西弘志、山本竜
一、西田雅之

格子構造を有するFRP床版の静的載荷試
験

第５回�FRP�複合構造・
橋梁に関するシンポジ
ウム講演論文集

pp.178-185 2014年11月 土木学会

樊小義、小山田哲也、
羽原俊祐、齊藤和秀

コンクリートのスケーリング抵抗性に及
ぼす気泡径分布の影響

第68回セメント技術大
会 68・262-263 2014/05/01 （一社）セメ

ント協会
菅野華果、羽原俊祐、
小山田哲也、中村大樹

既存のスケーリング試験方法に対する小
片凍結融解試験方法の整合性

第68回セメント技術大
会 68・264-265 2014/05/01 （一社）セメ

ント協会

K.�Kobayashi,�H.
Chiba,�M.�Yoshizawa,
Y.�Uchikawa

Multi-sensor�type�active�magnetic
shielding�for�uniform�and�linear�gradi-
ent�magnetic�field�compensation

BIOMAG2014�Ab-
stract Vol.92,�P2-043 2014/08/24

International
Conference�on
Biomagnetism

今野恵太、笹川大、本
間尚樹、西森健太郎、
竹村暢康、満井勉

MIMOレーダを用いた複数生体位置の同
時推定法 信学技報 AP2014-80,

pp.45-50 2014/08/28 電子情報通信
学会

今野恵太、本間尚樹、
笹川大、西森健太郎、
竹村暢康、満井勉

MIMO仮想アレーアンテナを用いた屋内
環境における生体位置推定法 信学技報 AP2014-

162,pp.7-12 2015/01/22 電子情報通信
学会

越野　修三 ３.11における情報共有 リスク対策.com VOL.43
p42～p45 2014/05/25 新建新聞社

越野　修三 岩手県における災害対応組織 リスク対策.com VOL.44�p58 2014/7/25 新建新聞社

越野　修三 二度と同じ惨事を繰り返さないために Ｃ＋Ｂousai（地区防
災計画学会誌） VOL.1�p69 2014/09/01 地区防災計画

学会

後藤尚人 連携は力なり！大学コンソーシアムと地
方創生②「いわて発�創造的復興教育」 教育学術新聞 第2592号、p.5 2015/01/14 教育学術新聞

報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

本間　尚樹
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

越野　修三
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

後藤　尚人
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

山崎友子 スクール・インターンシップ・プログラ
ム（GSIP）

岩手大学教育学部地域
連携報告書

岩手大学教育
学部

山崎　友子
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

梶原昌五 ESD地域ミーティングからのレポート
（岩手）

地域と市民社会からの
ESD提言フォーラム
（資料）

p.6-7 2014/06/21

認定NPO法人
「持続可能な開
発のための教
育の10年」推進
会議（ESD-J）

梶原　昌五
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関



104 平成26年度岩手大学地域防災研究センター年報

土井　宣夫

�その他

依頼機関等活動内容（箇条書き）

INS/第69回岩手山火山防災検討会主催 2014/05/10 会場：工学部テクノホール
御嶽山噴火災害取材／2014年９月30日記
事

岩手日報、毎日新
聞、読売新聞 2014/09/29

第９回・第10回岩手防災サロン主催 2014/12/13、
2015/02/21

岩手山の最新研究／2015年２月８日記事 盛岡タイムス取材 2015/02/06

第６回微動の会（研究会、観測会、視察
会） 微動の会 2014/09/27

2014/09/30 全国の微動研究者の研究会開催

NHK第一ラジオ「まじぇ５時」防災かる
た防災川柳についてインタビュー出演 NHK第一ラジオ

2015/03/01（公開録音）、
2015/03/04、
2015/03/11（再放送）

テレビ局取材：NHK秋田・ニュースこま
ち、あきたABS・ニュースエヴリ 2014/06/03 同日夕方のニュースで放映

テレビ局取材：めんこいテレビニュー
ス、ＩＢＣ岩手放送

2014/08/21、
2004/09/04 同日夕方のニュースで放映

新聞社取材：岩手日報 2014/07/20 7月21日朝刊掲載
井良沢道也

新聞社取材：毎日新聞、産経新聞、日刊
ゲンダイ、岩手日報 2014/08/20 8月21日朝刊掲載

週刊ポスト取材 2014/09/04 9/5掲載

地域を支える「エコリーダー」・「防災リ
ーダー」育成プログラム 岩手大学 2014/05/17

2014/12/20 講師・運営スタッフ

地域防災研究センターホームページの更
新

地域防災研究センタ
ー

2014/06/25
2014/08/12 修正案企画など

防災学習教材（大雨・洪水編）の開発 岩手県 2014/06/
2015/02/01

第８回～11回地域防災フォーラム運営 地域防災研究センタ
ー

2014/06/27、
2014/08/03、
2014/10/18、
2015/03/13

第３回国連防災世界会議岩手大学展示ブ
ース運営

地域防災研究センタ
ー 2015/03

実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考

山本　英和

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考

井良沢道也

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考

鴨志田直人

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考

小笠原敏記

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考

柳川　竜一

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考
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陸前高田市災害ＦＭ調査に関するコメン
トなど

岩手日報、東海新報
２月26日付記事；日
刊スポーツ３月８日
付記事

2015/02/26
2015/03/08

第３回国連防災世界会議岩手大学パブリ
ック・フォーラム」におけるパネルディ
スカッションのコーディネータ�

地域防災研究センタ
ー 2015/03/18

第３回国連世界防災会議岩手大学パブリ
ック・フォーラム運営

地域防災研究センタ
ー 2015/03/18 125名

第３回国連防災世界会議パブリックフォ
ーラム�防災・復興に関する展示コミュニ
ケーションスペース　研究報告

地域防災研究センタ
ー 2015/03/18

第８回～第11回地域防災フォーラム運営 地域防災研究センタ
ー

2014/06/27、
2014/08/03、
2014/10/18、
2015/03/13

平成26年度　第３回復興教育担当者会議
（兼　第4回防災教育者会議）講師 岩手県教育委員会 2015/02/26 約20名

第３回国連防災世界会議パブリックフォ
ーラム　建築系五団体シンポジウム「い
のちを守る　まちづくり／家づくり」
「本震災における�Build�Back�Better�事
例」を考える座談会　参加

日本建築学会 2015/02/07

アーラム大学（米国）との教育研究交流
活動　調査訪問 岩手大学 2014/10/21

2014/10/24

第２回地域防災ワークショップ　運営 岩手県地域防災ネッ
トワーク協議会 2014/09/04 26名（13機関）

岩手県地域防災ネットワーク協議会　運
営

岩手県地域防災ネッ
トワーク協議会 2014/07/01 18名

報道：ＮＥジャパン・ワイヤレス・テク
ノロジーアワード「MIMOで感度を高め
たマイクロ波生体センサ」

日経BP社 2014/05/26

退職自衛官雇用ガイドＤＶＤ「いま自治
体に求められる人材とは」のビデオ撮影
協力

防衛省 2014/02/04～
2014/04/11 ６月下旬から全国の自治体に配布

防災・危機管理エキスパート育成講座に
ついて取材受け

日本放送協会盛岡支
局 2014/06/02 ６月11日放送

ＮＨＫスペシャル（災害死・４年目の検
証）への取材協力 日本放送協会 2014/06/03 ６月27日放送（出演）

防災・危機管理エキスパート育成講座に
ついて取材受け 岩手日報 2014/06/17 ６月29日朝刊掲載

防災・危機管理エキスパート育成講座に
ついて取材受け 読売新聞 2014/08/22 ９月11日朝刊掲載

ＮＨＫ盛岡放送局ラジオ番組「まじぇ５
時」に出演

日本放送協会盛岡支
局 2014/09/11 ９月11日17時～生放送

松岡　勝実

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考

菊池　義浩

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考

本間　尚樹

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考

越野　修三

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考
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取材受け（阪神淡路大震災から20年特集）毎日新聞大阪本社 2014/10/08 2015/01/03朝刊（１面）
防災・危機管理エキスパート育成講座に
ついて取材受け

日本放送協会盛岡支
局 2014/11/18 同日昼、夕方のニュースで放映

取材受け（阪神淡路大震災から20年特集）読売新聞大阪本社阪
神支局 2014/12/02 2015/01/13（大阪版）及び

01/17（全国版）朝刊
実践的危機管理講座の取材受け 岩手日報 2015/02/03 2015/02/04朝刊掲載
実践的危機管理講座の取材受け 読売新聞 2015/02/03 2015/02/19朝刊掲載
取材受け（国民保護避難誘導マニュアル
について） 西日本新聞 2015/02/07 2015/02/11朝刊掲載

取材受け（岩泉町の防災体制について～
津波注意報への対応について）

日本放送協会盛岡支
局 2015/02/17 同日昼、夕方のニュースで放映

第８回～第11回地域防災フォーラム運営 地域防災研究センタ
ー

2014/06/27、
2014/08/03、
2014/10/18、
2015/03/13

第３回東北未来づくりサマースクール運
営

地域防災研究センタ
ー 2014/08/09

防災危機管理エキスパート講座 地域防災研究センタ
ー

2015/11/10
2015/11/20 盛岡会場と釜石会場で各３日間開催

地域を支える「エコリーダー」「防災リ
ーダー」育成プログラムの講師・運営 岩手大学 2014/11/15

2014/12/20
岩手県地域防災サポーター・自主防災組
織リーダー研修会の演習補助 岩手県 2015/01/28

奥州市白山地区自主防災訓練（DIG）の
演習補助 自主防災会 2015/02/20

第３回国連防災世界会議パブリックフォ
ーラム・展示ブース運営

地域防災研究センタ
ー 2015/03/

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考

佐藤　悦子

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考
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岩手大学地域防災研究センター規則

（平成24年３月15日制定）

（趣　旨）

第１条　この規則は、国立大学法人岩手大学学則第５条の規定に基づき、岩手大学地域防災研究センター

（以下「センター」という。）の組織、運営及び業務に関し、必要な事項を定める。

（目　的）

第２条　センターは、地域特性に応じた「多重防災型まちづくり」と地域の安全を支えるための「災害文化

の醸成と継承」を基本とする地域に根ざした防災システムの構築及び自然災害からの復興を推進する

ことを目的とする。

（業　務）

第３条　センターは、次に掲げる業務を行う。

一　自然災害の調査・解析に関すること。

二　防災まちづくりの計画・設計・予測に関すること。

三　防災教育及び人材育成に関すること。

四　地域防災及び復興まちづくりへの支援に関すること。

五　その他前各号に関連して必要な業務に関すること。

（部　門）

第４条　センターに前条の業務を遂行するため、次に掲げる部門を置く。

一　自然災害解析部門

二　防災まちづくり部門

三　災害文化部門

２　部門に部門長を置き、専任教員又は兼務教員のうちからセンター長が任命する。

（職　員）

第５条　センターに、次に掲げる職員を置く。

一　センター長

二　専任教員

三　兼務教員

四　その他の職員

２　前項の職員のほか、副センター長を置き、専任教員又は兼務教員のうちからセンター長が推薦し、

学長が任命する。

（センター長）

第６条　センター長は、センター全般の業務及び運営を統括する。

２　センター長は、岩手大学の専任の教授をもって充てる。

３　センター長は、学長が岩手大学学術推進本部の推薦を受け選考し、任命する。



108 平成26年度岩手大学地域防災研究センター年報

４　センター長の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の後任のセンター長

の任期は、前任者の残任期間とする。

（副センター長）

第７条　副センター長は、センター長を補佐し、センター長に事故あるときはその職務を代行する。

２　副センター長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、当該副センター長を推薦したセンター

長の任期を超えないものとする。

（部門長）

第８条　部門長は、当該部門を統括する。

２　部門長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の後任の部門長は、前任者

の残任期間とする。

（専任教員）

第９条　専任教員は、第15条に規定する岩手大学地域防災研究センター運営委員会（以下「運営委員会」と

いう。）が候補者を推薦し、センター長の申請に基づき学長が任命する。

（兼務教員）

第10条　兼務教員は、運営委員会が候補者を推薦し、センター長の申請に基づき学長が任命する。

２　兼務教員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の後任の兼務教員の任期

は、前任者の残任期間とする。

（特任教員）

第11条　センターに特任教員を置くことができる。

２　特任教員の選考に関する事項は、別に定める。

（客員教授等）

第12条　センターに客員教授等を置くことができる。

２　客員教授等の任期は、１年を超えないものとし、再任を妨げない。

３　客員教授等の選考に関する事項は、別に定める。

（学内協力教員）

第13条　センターに、研究を遂行上、必要な場合、兼務教員以外に参画する学内協力教員を置くことができ

る。

（地域防災連携協力員）

第14条　センターに、地域防災等の推進を図るため、センター職員と連携し、調査・研究等の業務に協力す

る地域防災連携協力員を置くことができる。

（運営委員会）

第15条　センターの運営に関する事項を審議するため、運営委員会を置く。

２　運営委員会に関する規則は、別に定める。

（庶　務）

第16条　センターの庶務は、研究協力課において処理する。
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（雑　則）

第17条　この規則に定めるもののほか、センターの運営に関し必要な事項は、運営委員会の議を経てセンタ

ー長が別に定める。

附　則

この規則は、平成24年４月１日から施行する。
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（平成24年３月15日制定）

（趣　旨）

第１条　この規則は、岩手大学地域防災研究センター規則第15条第２項の規定に基づき、岩手大学地域防災

研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）に関し、必要な事項を定める。

（審議事項）

第２条　運営委員会は、次に掲げる事項を審議する。

一 岩手大学地域防災研究センター（以下「センター」という。）の中期目標・中期計画及び年度

計画に関すること。

二　センターの管理・運営の基本方針に関すること。

三　センターの予算配分及び決算に関すること。

四　センターの評価に関すること。

五　センターの専任教員及び兼務教員候補者の推薦に関すること。

六　センターの特任教員及び特任研究員の採用に関すること。

七　センターの客員教授及び客員准教授の委嘱に関すること。

八　センターの専任教員の兼業兼職審査に関すること。

九　センターの外部資金受入審査に関すること。

十　センターの施設及び設備に関すること。

十一　その他センターの運営に関する重要事項

（組　織）

第３条　運営委員会は、次に掲げる者をもって組織する。

一　センター長

二　副センター長

三　部門長

四　各学部の副学部長又は評議員各１名

五　研究交流部長

（委員長及び副委員長）

第４条　運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

２　委員長は、運営委員会を招集し、議長となる。

３　委員長に事故あるときは、副センター長が、その職務を代理する。

（会　議）

第５条　運営委員会は、委員の３分の２以上の出席をもって成立する。

２　運営委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するとこ

ろによる。

岩手大学地域防災研究センター運営委員会規則
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（委員以外の者の出席）

第６条　運営委員会が必要と認めたときは、委員以外の者を運営委員会に出席させ、その意見を聴くことが

できる。

（庶　務）

第７条　運営委員会の庶務は、研究協力課において処理する。

（雑　則）

第８条　この規則に定めるもののほか、運営委員会に関し必要な事項は、運営委員会が別に定める。

附　則

この規則は、平成24年４月１日から施行する。



平成27年12月発行

編集・発行：岩手大学地域防災研究センター
〒020－8551
岩手県盛岡市上田４－３－５
TEL 019－621－6448
http：//rcrdm.iwate-u.ac.jp

印　　　刷：河北印刷株式会社

平成26年度
岩手大学地域防災研究センター年報

この年報は森林認証紙を使用し大豆油インキで印刷しています。





●
平
成
26年
度

岩手大学地域防災研
究セ

ン
タ
ー
年
報
●
平
成
26
年
度

岩手
大学地

域防災研究セン
タ
ー
年
報

   

　

　


